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9 履修登録を確定します。

　「チェック」ボタンによりエラーが表示されなくなったら

「確定」を押してください。

� 時間割表が表示されます。

　「確定」をすると、別ウィンドウで印刷用の時間割表が表示

されますので、必ず印刷して保管してください。

� 履修登録を終了します。

　完了後に履修登録を変更する場合には「授業の選択へ戻る」

をクリックしてください。

　無事に完了となれば作業は終了です。「ホーム」などのボタ

ンにより別のページに移動することができます。

　確定・完了した後でも、履修登録期間内であれば何度でも修

正することが可能です。

　修正の際も登録方法は同じですので、メニューの「履修登

録」より登録してください。

　履修登録修正期間も同様に学ナビ上で履修の修正が可能です。

【大学が履修登録を行った科目について】……………………………………………………

　受講者選抜などにより大学が履修登録を行い、追加登録を制

限する科目があります。

　こうした科目は「削除」ボタンのみが表示されます。

　削除をクリックすると右の様な画面がでます。

　「OK」をクリックすると、履修の取り消しが出来ます。

　ただし、大学が履修登録を行った科目は、一度取り消すと、

再度登録することが出来ませんので、こうした科目を削除する

際には十分注意してください。

　間違えて削除してしまった場合は、履修登録修正期間までに

速やかに学事センターに申し出てください。
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� 試験
①評価点の採点方法
　評価点の採点方法には大別して二種類の方法があり、学期末の定期試験の結果にもとづく方法と、定期試験を行

わず授業内での評価のみにもとづいて行う方法があります。前者を「定期試験評価」といい、後者を「平常点評価」

といいます。さらに、「定期試験評価」は、「筆答試験」によるものと「レポート試験」によるものに大別されます。

「筆答試験」とは学期末の決められた時間に受験者を集めて試験を行うこと、「レポート試験」とは試験期間内に提出

しなければならない持ち帰り試験のことをいいます。

②定期試験（筆答試験およびレポート試験）
　上で述べたように、「定期試験評価」を行う科目については、各学期最後の定期試験期間に定期試験を行います。

受験するためには、授業料その他学納金を完納していなければなりません。

　定期試験の筆答試験は、1科目 60分で行います。上で述べたように、平常点評価を行う科目については定期試験

を行いません。

③追試験（筆答試験およびレポート試験）
　病気や怪我もしくは交通機関の遅延により定期試験（筆答試験）を受験できなかった場合や、定期試験（レポート

試験）の答案を提出できなかった場合には、申請により追試験を受験することができます。

　追試験の筆答試験も、1科目 60分で行います。平常評価を行う科目については追試験を行いません。

申請方法
　追試験を受ける場合には、追試験受験料納付票（追試験受験票）・試験欠席届・試験欠席理由を証明する書類を受

験料（1科目 1,000 円）とともに学事センターに提出してください。申請は、当該定期試験日から7日を期限とし

ます。

　追試験を受験可能な定期試験の欠席理由と、欠席の理由を明らかにするために必要な書類は下表のとおりです。

定期試験の欠席理由 欠席の理由を証明する書類

病欠・けが 医師の発行する診断書（加療期間の明記が必要）

学校感染症 医師の発行する診断書（加療期間の明記が必要）

公共交通機関の遅延 バス・鉄道会社の発行する遅延証明書

就職活動（キャリアセンターへ事前申請のあるもの） 出席証明書（キャリアセンター様式）

忌引き（配偶者又は3親等以内の親族が死亡した場合のみ） 会葬礼状等の書類

編入学その他の入学試験の受験 受験を証明する書類

学友会クラブ活動（公式試合・公式研究会の参加等） 学友会クラブ顧問の許可印がある書類

病欠・けが 医師の発行する診断書（加療期間の明記が必要）

時間割等の発表
　追試験の方法や筆答試験時間や教室等については、定期試験終了後の学事日程上定められた日に掲示します。

④再試験（筆答試験およびレポート試験）
　卒業学年において、定期試験（筆答試験及びレポート試験）で不合格となった科目は、5科目を上限として再試験

を受験することができます。再試験は「平常点評価」の授業科目の場合、受験することができません。再試験の筆答

試験は、1科目 60分で行います。また、再試験を受験した場合の成績評価は、他の場合と異なります。

申請方法
　再試験を受ける場合には、再試験受験料納付票（再試験受験票）を受験料（１科目 2,000 円）とともに学事セン
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ターに提出してください。申請は、所定の期日に手続をしてください。

　なお、一度納入された受験料は原則として返金いたしません。

時間割等の発表
　再試験の方法や筆答試験時間や教室等について、再試験前の学事日程上定められた日に掲示します。

再試験を行わない科目
　集中授業およびインターンシップ等の学外での授業科目や、認定科目、平常点評価による科目については再試験を

行いません。

⑤筆答試験の時間帯
　筆答試験は60分間で行なわれます。時間帯は下表のとおりです。

時限 試験時間
1時限   9:00 ～ 10:00
2 時限 10:40 ～ 11:40
3 時限 13:00 ～ 14:00
4 時限 14:40 ～ 15:40
5 時限 16:20 ～ 17:20

　筆答試験は開始後30分までは入室することができます。定期試験（筆答試験）に遅刻しそうな場合で、遅刻の理

由が交通機関の遅延による等「追試験」の受験資格に該当する場合には、試験時間が短くなった定期試験を受験する

か、追試験を受けるかを各自で判断してください。ただし、30分以上遅刻した場合はいかなる理由によっても受験

することはできません。

　また、筆答試験は開始後30分を過ぎた時点で、退室が可能となります。ただし、一度退室した場合、再度入室す

ることはできません。

　なお、試験開始後30分以前に退室した場合、当該試験の答案は無効となります。

⑥筆答試験受験上の諸注意
●試験開始５分前までに、試験監督の指示に従って着席してください。

●�受験者は、必ず学生証を机上におき、試験監督が確認できるようにしてください。机上には、学生証・筆記用具お

よび持ち込みが許可されたもののみおくことができます。筆箱、下敷きの使用は認めません。

●試験中の私語または、携帯電話・パソコン等通信機器の使用は、不正行為とみなします。

●�学生証のないものは受験できません。学生証を持参していない場合は、必ず仮学生証の発行を学事センターで受け

受験してください。仮学生証は発行当日のみ有効です。

●遅刻者は、試験開始30分経過以前に限り入室を認めます。ただし、試験時間の延長は行いません。

●試験開始から30分経過すれば退室を認めます。

●答案用紙の未提出は不正行為とします。

⑦不正行為とそれに対する処置
不正行為と懲戒
　定期試験及び追試験・再試験では、下記のいずれかに該当する行為を不正行為とみなします。

　不正行為を行ったものは、学則により訓告又は停学とします。また、再度、不正行為を行った場合は、無期停学又

は退学とします。
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種類 行為の内容 懲戒の区分

物的証拠の有るもの

予め用意した模範解答（カンニングペーパー）などを見る 停学

本人以外による受験（替え玉受験） 停学

通信機器の使用 停学

試験中の物の貸し借り 停学

机の上及び中に、許可の無いものの持ち込み 停学

解答用紙の持ち帰り 訓告

携帯電話・ＰＨＳなどの機械音を鳴らす 訓告

物的証拠の無いもの

他者の答案を見る行為、または自己の答案を見せる行為 停学

試験時間外の解答 停学

許可された時間外の入退室、或いは再入室 停学

その他

監督の指示に従わない行為 停学

繰り返し注意や訓告を受ける行為（二回以上） 停学

レポートの作成にあたって、他人の書いた文章等の盗作、盗用等の剽窃行
為を行った場合 停学

物的証拠のない場合で、疑わしい場合 訓告

停学
　不正行為により停学となった場合は、下記のとおりとなります。

●停学期間中は自宅謹慎とします。

●当該試験期間中に受験した定期試験（筆答試験及びレポート試験）による科目は、無効とします。

●�当該試験残余期間中に行われる試験及びその後の試験（定期試験であれば追試験・再試験、追試験であれば再試

験）は受験できません。

●不正行為を行った翌日に、処分内容を保証人に文書で通知します。



Ⅱ．経営経済学部 教育課程
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1 カリキュラムポリシー（教育課程編成方針）
　カリキュラムとは教育課程のことです。経営経済学部に入学した皆さんはどんなことを学び、どんなことを身につけて

卒業をして行くのか分かりますか？

　本学経営経済学部を卒業することは、学士（経営経済学）の学位を取得することを意味します。皆さんが無事に学位を

取得した暁には、日本の社会のために寄与していくことになりますが、本学経営経済学部がどのような卒業生を輩出する

ことを目的としているのか？そのためにはどのような教育課程を編成しているのか？

　これらの全体像を理解せずに、今の自分の興味だけで学習しても意義のある学習は望めません。

　ここでは、本学経営経済学部の方針、カリキュラムの全体像、カリキュラムの細部と、順を追った説明を記載しますの

で、本学を選んだ意義を今一度確認してください。

カリキュラムポリシー（教育課程編成方針）

　経営経済学部は、校訓「怒るな働け」の精神に則り、「創造的実学」教育を通じて、「公（おおやけ）」を支える精神」

を備えた「自立自尊」の職業人の育成を目指します。この教育目標を達成するため、教育課程の編成にあたっては、専門

的な知識・技能を体系的に学ぶだけではなく、教育課程全体を通して、「自立自尊」の職業人として要求されるさまざま

なレベルの「職業人能力」を修得し、「公（おおやけ）」を支える精神を身につけることができるように配慮して科目や教

育プログラムを設置します。

　カリキュラム編成の具体的な方針は、以下のとおりです。

A　専門教育

（1）経営学、商学・マーケティング、簿記・会計学、経済学の 4 つの学問について幅広く学ぶカリキュラ
ムを通じて、幅広い知識や技能、多様で柔軟なモノの見方を養成

　現代社会では、職業人に幅広い分野の知識・技能や多様で柔軟なモノの見方を要求するようになっています。そこ

で、経営経済学部では、経営学、商学・マーケティング、簿記・会計学、経済学という社会科学の主要な 4つの学

問分野を一つの学部で幅広く学ぶことのできるカリキュラムを編成し、実社会の要求する多様な知識・技能や多様な

視点を修得できるようにします。

（2）2 年次から分かれる 4 つのコース制により、学生一人ひとりの興味・関心を尊重した主体的で効果的
な学びを実現

　現代社会で、職業人は、自らの興味・関心をもとに主体的に自己学習をし、自分の知識・能力を高めていく力を求

められています。また、知識・能力は、人が自分の関心を基に主体的に学ぶことによってこそ効果的に身につけるこ

とができます。そこで、経営経済学部では、2年次からのコース制を採用します。1年次に経営学、商学・マーケティ

ング、簿記・会計学、経済学の入門授業を学ぶことを通じて自らの興味・関心の在り処を探り、2年次から本格的に

4つのコースに分かれて学びます。これにより、自分の関心に応じた主体的で効果的な学びが可能になります。

（3）入門・基礎を重視した段階的に学べる体系的なカリキュラムを通じて、応用の効くしっかりした知識・
技能を養成

　現代社会は、職業人に対して、短期間で陳腐化する表面的な知識・技能ではなく、応用の効く深い知識・技能を求

めています。こうした深い知識・技能を身につけるためには、基礎から順序立てて学んでいくことが大切です。そこ

で、経営経済学部では、それぞれの学問分野・コース毎に、入門・基礎から発展、展開へと段階的に学べる体系的な

カリキュラムを編成します。特に、1年次の入門科目と 2年次のコース基礎科目を充実させ、学問の基礎をしっか

りと修得できるように配慮します。
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（4）4 年間のゼミナール科目と卒業研究の必修化により、「自分の頭で考える力」を養成
　現代の職業人に要求されるのは、自ら問題を発見し、自分なりの解決策を見つけ出す能力 ― 「自分の頭で考える

力」― です。そこで、経営経済学部では、1～ 4年次の 4年間にわたり、ゼミナール科目を必修科目として設置し

ます。ゼミナール科目では、さまざまな社会的な問題に関して自分なりの解決策を見つけ出す経験を積むことを通じ

て、「自分の頭で考える」力を身につけます。また、その集大成として、全学生が必修科目として卒業研究に取り組

みます。

（5）資格取得サポートプログラムを通じて、目標を定めて着実に学ぶ学習習慣と自己学習能力を養成
　現代の職業人には、自ら目標を定めて着実に学び、自己の能力を向上させていくことができる「自己学習能力」が

求められています。そこで、経営経済学部では、全学生が簿記資格の取得を目標に学ぶプログラムをはじめ、資格取

得をサポートするさまざまなプログラムを設置します。これらのプログラムを通じて、目標を定めて着実に学ぶ学習

習慣と自己学習能力を身につけることができます。

（6）プロフェッショナル志望特別プログラムを通じて、高度な職業人能力を養成
　現代社会では職業人に専門的な職業人としての高度な能力を要求するようになっています。そこで、経営経済学部

では、高度な専門的な職業人として必要な能力を養成するプログラムとして、「プロフェッショナル志望特別プログ

ラム」を設置し、意欲ある学生の期待に応えます。

B　共通教育

（1）1 年次からスタートする段階的なキャリア教育により、自らのキャリアについて主体的に考える力を
養成

　現代の職業人に要求される能力として、自らの将来のキャリア設計を主体的に行なうことができる能力がありま

す。そこで、経営経済学部では、自らのキャリアデザインについて考えるための科目を 1～ 3年次の必修科目とし

て設置し、自分の将来のキャリアについて主体的に考える力を養成します。

（2）職業人能力基礎科目により、職業人に不可欠な基礎的な能力を養成
　ICT 活用能力、外国語能力、基本的な日本語能力と文書作成能力、基礎的な計数能力、コミュニケーション能力

は、現代の職業人に不可欠な能力です。そこで、経営経済学部では、職業人能力養成科目群を設け、これらの基本的

な能力を養成します。

（3）社会理解科目や専門科目での学びを通じて、「公（おおやけ）」を支える精神を養成
　経営学・商学・会計学・経済学などの社会科学を学ぶ根底にあるのは、「学問を通じて社会を変革する」という

「社会的情熱」であり、「公（おおやけ）」を支える精神です。経営経済学部では、経営学、商学・マーケティング、

簿記・会計学、経済学などの社会科学を学ぶことを通じて、学部の教育目標の一つである「公（おおやけ）」を支え

る精神を養成します。同時に、共通教育科目として、社会理解科目群を設置し、専門的学問にとらわれない幅広い視

点から社会について学ぶことを通じて、「公（おおやけ）」を支える精神を養成します。
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2 ディプロマポリシー（学位授与方針）
　経営経済学部は、校訓「怒るな働け」の精神に則り、「創造的実学」教育を通じて、「公（おおやけ）」を支える精神を

備えた「自立自尊」の職業人の育成を目指します。この教育目標を踏まえ、在学年数、単位数等の卒業要件を満たし、以

下の知識・能力・資質を備えた学士課程の学生に対して学士の学位を授けます。

（1）経営学、商学・マーケティング、簿記・会計学、経済学に関する学士レベルの知識と応用力を備えた学生
　経営・経済に関する幅広い知識を身につけると同時に、自分の所属するコースに応じて、経営学、商学・マーケ

ティング、簿記・会計学、経済学に関する学士レベルの体系的な知識を修得し、それらの知識を現実社会の理解や問

題解決のために活かすことのできる応用力を備えた学生。

（2） 「自立自尊」の職業人としての知識・能力・資質を備えた学生
　実社会で自立して活躍できる職業人としての知識や能力を備え、実社会のさまざまな問題を自分の力で主体的に解

決していくのだという自信と気概をもち、生涯にわたって自らを成長させていく自己学習能力を備えた学生。

（3）「公（おおやけ）」を支える精神を備えた学生
　自らの身につけた知識や能力を、単に自分の成功のためだけではなく、より良い未来の社会を実現していくために

役立たせ、広く社会の発展に貢献したいという社会的情熱、すなわち「公を支える精神」を備えた学生。
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3 科目群と進級・卒業要件
　本学経営経済学部は以下の図で示した種類の科目群に区分されて成り立っており、これら科目群に複数の科目が設置さ

れています。

共通教育科目 専門教育科目 

経営経済学部 入学

経営経済学部 卒業 

「公を支える精神」を備えた「自立自尊」の職業人を輩出する 

１
年
生
春
学
期

職
業
人
能
力
基
礎
科
目

職
業
人
能
力
発
展
科
目
（
外
国
語
）

キ
ャ
リ
ア
教
育
科
目

社
会
理
解
科
目

ス
ポ
ー
ツ
科
目

専
門
基
礎
科
目

コ
ー
ス
発
展
科
目

専
門
選
択
科
目

コ
ー
ス
展
開
科
目

コ
ー
ス
基
礎
科
目

専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
科
目

企
業
経
営
コ
ー
ス

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
商
業
コ
ー
ス

会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
コ
ー
ス

現
代
経
済
コ
ー
ス

専
門
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
科
目

職
業
人
能
力
発
展
科
目
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

１
年
生
秋
学
期

２
年
生

３
・
４
年
生

ゼミ・コース選択
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　日本の大学で卒業に必要な単位数は、大学設置基準により124単位以上であることが定められています（歯学部・医

学部を除く）。本学経営経済学部では 4年間の在学期間中にこの基準よりも 4単位多い 128単位を修得することが必要

です。

　さらに、この128単位は科目群毎に設けられた要件を満たしながら修得する必要があります。これを卒業要件と言い

ます。

卒業要件
大分類 中分類 小分類 必・選 卒業要件

共通
教育
科目

職業人能力
養成科目

職業人能力基礎科目
必修 2

11

26

選択

職業人能力発展科目（外国語）
選択必修 8
選択

職業人能力発展科目（ICT）
選択必修 4
選択

社会理解科目 社会理解科目 選択 6 6

キャリア
教育科目

就職活動支援科目 選択必修 2
6

キャリアデザイン科目
必修 4
選択

スポーツ科目 スポーツ科目 選択

専門
教育
科目

専門基礎科目
経済・産業の基礎知識 必修 2

12

68

コース導入科目 選択必修 10

専門ゼミナール
科目

専門ゼミナール
必修 2

16選択必修 14
研究発表 選択

専門共通
選択科目

隣接社会科学 選択
社会科学の方法 選択
専門特殊講義 選択
取得資格認定 選択

企業経営
コース

コース基礎科目 必修 8 28
コース発展科目 選択 20
コース展開科目 選択

マーケティング・
商業
コース

コース基礎科目 必修 8 28
コース発展科目 選択 20
コース展開科目 選択

会計
ファイナンス
コース

コース基礎科目 必修 8 28
コース発展科目 選択 20
コース展開科目 選択

現代経済
コース

コース基礎科目 必修 8 28
コース発展科目 選択 20
コース展開科目 選択

総修得単位 128

進級要件

2年次進級要件 1年次に 1年以上在籍し、総修得単位4単位以上修得すること。

3年次進級要件 2年次に 1年以上在籍し、総修得単位44単位以上修得すること。

4年次進級要件 3年次に 1年以上在籍すること。
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4 カリキュラム科目一覧
　ここでは、これまでに説明した科目群に実際に設置されている科目について一覧表で説明します。なお一覧表のそれぞ

れの項目の意味は以下の通りです。

科目名 授業科目の名称です。

配当年次 履修可能となる学年です。

例えば、配当年次が 1年となっている場合、1年生以上の学生が履修することがで

きます。反対に 2年となっている場合、1年生は履修することができず、2年生以

上の学生が履修できます。

単位 科目毎の学修に要する時間を数値化したものです。

必修 / 選択 必修 卒業までに修得する必要があることを意味します。

選択必修 卒業までに指定された科目のいずれかを選択して修得する必要が

あることを意味します。

選択 個別には修得しなくても直ちに卒業には影響しないことを意味し

ます。
※但し、科目群毎の指定は別途あります。

●科目毎のさらに詳しい情報は学ナビのシラバスを確認してください。

共通教育科目
　皆さんが卒業後いかなる職業に就いたり、引き続き学問を続けたりすることに関係なく、職業人・社会人として身につ

けておくべき知識や技能を学ぶ科目群です。

職業人能力養成科目
　「自立自尊」の職業人の養成のために、現代の社会人として必要となる基本的な知識・能力を学びます。

●職業人能力基礎科目

　コミュニケーション能力、日本語能力、基本的な計数能力など、いつの時代でも社会で求められる能力を身につ

けます。

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

基礎ゼミナール 1 2 必修

計数基礎 2 2 選択

作文・小論文 2 2 選択

マナー・面接 3 2 選択

日本語基礎 2 2 選択

一般常識 2 2 選択

SPI 英語 2 2 選択

SPI 計数 2 2 選択

ディスカッション・ディベート 2 2 選択
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●職業人能力発展科目（外国語）

　国際化社会には欠かせない外国語を運用する能力を身につけます。言語は英語、中国語のいずれかから選択しま

す（留学生は日本語）。

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

英会話1 1 2 選択必修

英会話2 1 2 選択必修

英会話3 1 2 選択必修

総合英語1 1 2 選択必修

総合英語2 1 2 選択必修

総合英語3 2 2 選択必修

総合英語4 2 2 選択必修

中国語1 1 2 選択必修

中国語2 1 2 選択必修

中国語3 1 2 選択必修

中国語4 1 2 選択必修

留学生日本語1 1 2 選択必修

留学生日本語2 1 2 選択必修

留学生日本語3 1 2 選択必修

留学生日本語4 1 2 選択必修

中国語会話1 1 2 選択

中国語会話2 1 2 選択

中国語読解1 2 2 選択

中国語読解2 2 2 選択

総合中国語1 2 2 選択

総合中国語2 2 2 選択

中国語検定トレーニング1 2 2 選択

中国語検定トレーニング2 2 2 選択

HSKトレーニング1 2 2 選択

HSKトレーニング2 2 2 選択

留学生日本語5 2 2 選択

留学生日本語6 2 2 選択

留学生日本語7 2 2 選択

留学生日本語8 2 2 選択

留学生日本語トレーニング1 1 2 選択

留学生日本語トレーニング2 1 2 選択

留学生日本語トレーニング3 2 2 選択

留学生日本語トレーニング4 2 2 選択

海外短期研修（英語）1 2 4 選択

海外短期研修（英語）2 2 4 選択

海外短期研修（中国語） 2 4 選択

海外長期留学（英語）1 2 10 選択

海外長期留学（英語）2 2 10 選択

海外長期留学（中国語） 2 11 選択
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●職業人能力発展科目（ICT）

　情報化社会には欠かせない ICT（情報通信技術：Information and Communication Technology）を利用・

活用する能力を身につけます。

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

ICT リテラシ a 1 2 選択必修

ICTリテラシ b 1 2 選択必修

ICTリテラシ c 1 2 選択必修

メディア表現技法 a 1 2 選択

メディア表現技法 b 1 2 選択

メディア表現技法 c 1 2 選択

プログラミング 1 2 選択

ICTシステム基礎 1 2 選択

コンピュータネットワーク 2 2 選択

社会理解科目
　現代社会の諸問題を、幅広くさまざまな視点で学び、自分に関わる問題として考えられる能力を身につけます。

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

科学と社会 1 2 選択

言語と社会認識 1 2 選択

現代社会と倫理 1 2 選択

環境と社会 1 2 選択

現代社会とジェンダー 1 2 選択

現代社会とスポーツ 1 2 選択

国際社会と日本 1 2 選択

情報社会論 1 2 選択

人の行動と心理 1 2 選択

人間関係論 1 2 選択

現代社会とファッション 1 2 選択

現代社会とデザイン 1 2 選択

現代社会とメディア 1 2 選択

ボランティア論 1 2 選択

共通特殊講義 選択

教養ゼミナール 選択
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キャリア教育科目
　皆さんが自分の希望や能力、性格に合った適切な将来像を立てる能力を身につけます。

●就職活動支援科目

　具体的な就職活動の方法について実践的に学びます。

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

キャリアサポート 3 2 選択必修

ライフデザイン 3 2 選択必修

●キャリアデザイン科目

　業界・会社・職種研究に基づいてキャリアデザインを行います。

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

キャリアデザイン入門 1 2 必修

キャリアデザイン 2 2 必修

インターンシップ1 3 2 選択

インターンシップ2 3 2 選択

スポーツ科目
　スポーツを実践することで、身体のマネジメントを学びます。

●スポーツ科目

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

スポーツ a 1 1 選択

スポーツ b 1 1 選択

スポーツ c 1 1 選択

スポーツ d 1 1 選択

スポーツ e 1 1 選択

スポーツ f 1 1 選択

シーズンスポーツ a 1 2 選択

シーズンスポーツ b 1 2 選択
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専門教育科目
　経営学・商学・会計学・経済学分野を中心とする専門的な学問について学ぶ科目群です。

　知識を身につけるだけでなく、ゼミナールを通じて自分の意志や判断で問題点を発見して解決する高度な能力を身につ

けます。

　また、コース制により2年次からは4つのコースのうちの一つを選んで所属し、コース毎の専門的な学問を学びます。

専門基礎科目
　経営・商・会計・経済分野の専門知識を学ぶために必要となる前提知識を身につけます。

●経済・産業の基礎知識

　高校時代の社会科科目で学んだ知識を補い、専門知識を学ぶためのステップアップを行います。

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

日本の企業と業界 1 2 選択必修

戦後日本の経済 1 2 選択必修

●コース導入科目

　専門知識を学ぶ入門授業として、2年次から適切なコース選択ができるようにしていきます。

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

簿記入門 1 2 選択必修

簿記原理 1 2 選択必修

経済学入門 1 2 選択必修

現代経済入門 1 2 選択必修

経営学入門 1 2 選択必修

企業経営入門 1 2 選択必修

商学入門 1 2 選択必修

流通入門 1 2 選択必修
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専門ゼミナール科目
　自らテーマを設定し、そのテーマについて研究することで、自分の意志や判断で問題点を発見して解決する高度な能力

を身につけます。

　また、問題点を発見して解決する能力をより高めるため、4年次には専門ゼミナールの集大成として卒業論文の提出を

義務づけます。

　さらに、希望者は研究内容を発表することで、発表能力をも身につけます。

●専門ゼミナール

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

プレ専門ゼミナール 1 2 必修

専門ゼミナール1 2 2 選択必修

専門ゼミナール2 2 2 選択必修

専門ゼミナール3 3 2 選択必修

専門ゼミナール4 3 2 選択必修

専門ゼミナール5 4 2 選択必修

専門ゼミナール6 4 4 選択必修

●研究発表

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

3年次研究発表 3 1 選択

卒業研究発表 4 1 選択

専門共通選択科目
　経営・商・会計・経済分野には直接含まれませんが、専門分野の学びを深めるために役立つ科目です。

●隣接社会科学

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

法学入門 1 2 選択

民法1 2 2 選択

民法2 2 2 選択

民法3 3 2 選択

民法4 3 2 選択

憲法 1 2 選択

民事訴訟法 3 2 選択

会社法1 2 2 選択

会社法2 2 2 選択

経済法 3 2 選択

知的財産権法 3 2 選択

労働法 3 2 選択

租税法 3 2 選択

政治学 1 2 選択

地方自治論 2 2 選択

自治体政策論 2 2 選択

行政学 1 2 選択

NGO・NPO論 2 2 選択

社会学 1 2 選択

社会思想史 1 2 選択

海外専門研修（中国語） 2 9 選択
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●社会科学の方法

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

情報検索法 1 2 選択

システムシミュレーション 2 2 選択

データと人間行動 2 2 選択

レポート・論文作成の技術 1 2 選択

質的調査法 2 2 選択

データマイニング 2 2 選択

社会科学のための数学 1 2 選択

意思決定分析 2 2 選択

データ分析入門 1 2 選択

データ分析発展 a 2 2 選択

データ分析発展 b 2 2 選択

●専門特殊講義

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

専門特殊講義 選択

●取得資格認定

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

取得資格認定 a 1 2 選択

取得資格認定 b 1 2 選択

取得資格認定 c 1 2 選択
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4 つのコース制とコース専門科目
　経営経済学部では、明確な目的をもって無駄なく学ぶ工夫として「コース制」を採用しています。

　コースは「企業経営コース」「マーケティング・商業コース」「会計ファイナンスコース」「現代経済コース」の4つか

ら成り立ちます。また、それぞれのコースには、コース基礎科目、コース発展科目、コース展開科目の3つに区分され、

それぞれのコースで、階段を上るように学ぶことができます。

企業経営コース

コース基礎科目

コース発展科目

コース展開科目

マーケティング・商業コース

コース基礎科目

コース発展科目

コース展開科目

会計ファイナンスコース

コース基礎科目

コース発展科目

コース展開科目

現代経済コース

コース基礎科目

コース発展科目

コース展開科目

　4つのコースのいずれにするかは皆さん自身が決めますが、コースの所属は 1年次秋学期に申請を行い、2年次進級

と同時に所属します。したがって1年次の間はコースへの関心を高める期間となります。

　なお、所属するのは1つのコースですが、自分が所属したコースとは別のコースの科目を学ぶこともできます。
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企業経営コース
　企業経営コースは、経営学の理論をもとにして実際に働くための知識や最新のビジネスの実情について学びます。一般

企業の職業人として活躍できるマネジメント力を身につけるコースです。

　ビジネスの場で実際に起きたことを例に、「ヒト、モノ、カネ、情報」といった経営の資源をうまく管理する方法や、

会社組織を適切に編成する方法、経営をより拡大するための戦略の練り方など、企業を経営するために必要な専門知識を

学びます。

　そうして企業や組織を実際に管理するための能力を身につけ、実際の社会でも活躍できる人を目指します。

取得目標資格

　

▲

全経簿記検定3級

　

▲

経営学検定

　

▲

貿易実務検定（特別プログラム）

　

▲

中小企業診断士一次試験（特別プログラム）

将来の進路

　＜業種＞

　

▲

民間企業全般

　＜職種＞

　

▲

総務部、人事部、営業部など



B-30

経
営
経
済
学
部
　
教
育
課
程

●コース基礎科目

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択
経営管理論1 2 2 選択必修
経営管理論2 2 2 選択必修
経営組織論1 2 2 選択必修
経営組織論2 2 2 選択必修

●コース発展科目

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択
経営戦略論1 2 2 選択
経営戦略論2 2 2 選択
経営情報論 2 2 選択
企業経営論 2 2 選択
中小企業論1 2 2 選択
中小企業論2 2 2 選択
マーケティング論1 2 2 選択
マーケティング論2 2 2 選択
サービス経営論 2 2 選択
マーケティングリサーチ 2 2 選択
ビジネス情報分析 2 2 選択
観光事業論 2 2 選択
社会的企業論 2 2 選択
貿易実務論 2 2 選択
環境経営論 2 2 選択
消費者行動論 2 2 選択
人事労務管理論 2 2 選択
ビジネスゲーム 2 2 選択
組織心理学 2 2 選択
組織行動論 2 2 選択
労使関係論 2 2 選択
女性労働論 2 2 選択
公益法人論 2 2 選択
販売管理論 2 2 選択
地域経営論 2 2 選択

●コース展開科目

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択
生産管理論 3 2 選択
国際経営論 3 2 選択
財務管理論1 3 2 選択
財務管理論2 3 2 選択
事業創造論 3 2 選択
ベンチャーキャピタル論 3 2 選択
経営分析論 3 2 選択
経営診断論 3 2 選択
中小企業政策論 3 2 選択
中小企業金融論 3 2 選択
資金調達・投資戦略論 3 2 選択
リスクマネジメント論 3 2 選択
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マーケティング・商業コース
　マーケティング・商業コースは、商学やマーケティングの理論をもとにして、お客さんのことを考えたお店を経営する

方法を学びます。いわゆる「ショップ」などといった小規模な店舗を経営したり、流通・サービス業で活躍したりする

「商いの力」を身につけるコースです。

　ビジネスの場で実際に起きたことを例に、新製品の開発、ブランドの立ち上げ、値段の決定や広告作り、最適な商品の

流通経路、仕入れ先選び、施設や店舗の管理など、どのような戦略を練れば良いのかを学びます。

　そうして、急速に変化する市場環境の中で、お客さんの求めるものをチャンスとしてつかまえられる人を目指します。

取得目標資格

　

▲

経営学検定

　

▲

貿易実務検定（特別プログラム）

　

▲

中小企業診断士一次試験（特別プログラム）

将来の進路

　＜業種＞

　

▲

民間企業全般、特に、小売業、サービス業

　

▲

小規模店舗やショップの経営

　＜職種＞

　

▲

マーケティング・販売企画・商品開発担当者、営業部

　

▲

小規模店舗の販売担当者
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●コース基礎科目

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

マーケティング論1 2 2 選択必修

マーケティング論2 2 2 選択必修

販売管理論 2 2 選択必修

流通論 2 2 選択必修

●コース発展科目

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

経営戦略論1 2 2 選択

経営戦略論2 2 2 選択

中小企業論1 2 2 選択

中小企業論2 2 2 選択

サービス経営論 2 2 選択

マーケティングリサーチ 2 2 選択

観光事業論 2 2 選択

貿易実務論 2 2 選択

消費者行動論 2 2 選択

販売心理学 2 2 選択

中小商業論 2 2 選択

商業政策論 2 2 選択

施設店舗管理論 2 2 選択

税務会計論1 2 2 選択

税務会計論2 2 2 選択

ファッションビジネス 2 2 選択

スポーツビジネス 2 2 選択

広告論 2 2 選択

地域経営論 2 2 選択

エンターテイメントビジネス 2 2 選択

●コース展開科目

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

国際経営論 3 2 選択

事業創造論 3 2 選択

ベンチャーキャピタル論 3 2 選択

経営分析論 3 2 選択

経営診断論 3 2 選択

中小企業政策論 3 2 選択

中小企業金融論 3 2 選択

資金調達・投資戦略論 3 2 選択

リスクマネジメント論 3 2 選択

グローバルマーケティング 3 2 選択

エリアマーケティング 3 2 選択

観光マーケティング 3 2 選択

環境マーケティング 3 2 選択
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会計ファイナンスコース
　会計ファイナンスコースは、簿記・会計学とファイナンスの理論をもとにして、企業のカネについての情報や動きを読

み取り、適切に管理する方法について学びます。

　一般企業の金銭を管理する担当者に必要な会計とファイナンスの力や、税理士・公認会計士などの「職業会計人」の基

礎を身につけるコースです。

　ビジネスの場で実際に起きたことを例に、企業経営の基盤となる会計情報を読み取る方法や、管理する方法など、企業

会計と財務に必要な専門知識について学びます。

　そうして、企業のカネの流れなどから、適切な経営方針を立てるための実践力を備えた人を目指します。

取得目標資格

　

▲

全経簿記検定3級

　

▲

簿記検定上級（日商簿記検定1級など）

　

▲

会計ファイナンシャル検定

　

▲

パソコン財務会計主任者

　

▲

税理士（特別プログラム）

　

▲

公認会計士（特別プログラム）

将来の進路

　＜業種＞

　

▲

民間企業全般、特に、金融機関（銀行、証券会社など）

　＜職種＞

　

▲

民間企業の財務・経理部門、経営企画部門

　

▲

税理士

　

▲

公認会計士
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●コース基礎科目

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

会計学1 2 2 選択必修

会計学2 2 2 選択必修

原価計算論1 2 2 選択必修

原価計算論2 2 2 選択必修

●コース発展科目

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

税務会計論1 2 2 選択

税務会計論2 2 2 選択

商業簿記1 2 2 選択

商業簿記2 2 2 選択

工業簿記1 2 2 選択

工業簿記2 2 2 選択

コンピュータ会計1 2 2 選択

コンピュータ会計2 2 2 選択

コンピュータ会計3 3 2 選択

コンピュータ会計4 3 2 選択

財務会計論1 2 2 選択

財務会計論2 2 2 選択

管理会計論1 2 2 選択

管理会計論2 2 2 選択

環境会計論 2 2 選択

金融論1 2 2 選択

金融論2 2 2 選択

タックスプランニング（所得税・法人税） 2 2 選択

タックスプランニング（相続税・事業承継） 2 2 選択

ファイナンシャルプランニング 2 2 選択

●コース展開科目

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

財務管理論1 3 2 選択

財務管理論2 3 2 選択

ベンチャーキャピタル論 3 2 選択

経営分析論 3 2 選択

中小企業金融論 3 2 選択

資金調達・投資戦略論 3 2 選択

意思決定会計論1 3 2 選択

意思決定会計論2 3 2 選択

連結会計論 3 2 選択

監査論 3 2 選択

国際会計論 3 2 選択
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現代経済コース
　現代経済コースは、経済学の理論をもとにして、経済や市場の仕組みを学び、景気や物価の動きを読み取って、ビジネ

スに生かす方法について学びます。

　一般企業の職業人として、経済の動きや市場の動きを踏まえた的確な経営判断をするために必要な経済に関する知識を

身につけるコースです。

　ビジネスの場で実際に起きたことを例に、ビジネスにおける意思の決定や判断のもととなる、景気や物価の動きなどの

経済情報を読み取る方法など、経済の動きを理解するのに必要な専門知識について学びます。

　そうして、景気や物価の動きなどの経済の動きを適切に踏まえた経営判断のできる実践力を備えた人を目指します。

取得目標資格

　

▲

全経簿記検定3級

　

▲

経済学検定

将来の進路

　＜業種＞

　

▲

民間企業全般

　＜職種＞

　

▲

総務部、人事部、営業部など
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●コース基礎科目

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択
ミクロ経済学1 2 2 選択必修
ミクロ経済学2 2 2 選択必修
マクロ経済学1 2 2 選択必修
マクロ経済学2 2 2 選択必修

●コース発展科目

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択
金融論1 2 2 選択
金融論2 2 2 選択
ビジネスエコノミクス1 2 2 選択
ビジネスエコノミクス2 2 2 選択
財政学1 2 2 選択
財政学2 2 2 選択
日本経済論1 2 2 選択
日本経済論2 2 2 選択
国際政治経済学1 2 2 選択
国際政治経済学2 2 2 選択
社会保障論 2 2 選択
社会福祉論 2 2 選択
環境経済学 2 2 選択
地域経済論 2 2 選択
アメリカ経済論 2 2 選択
アジア経済論 2 2 選択
経済データの読み方 2 2 選択
ヨーロッパ経済論 2 2 選択

●コース展開科目

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択
経済政策1 3 2 選択
経済政策2 3 2 選択
労働経済学 3 2 選択
計量経済学 3 2 選択
国際経済学 3 2 選択
公共経済学 3 2 選択
産業組織論 3 2 選択
新しい経済学（行動経済学） 3 2 選択
新しい経済学（ゲームの理論） 3 2 選択

共通教育特殊講義、専門教育特殊講義、教養ゼミナール
　共通教育科目群や専門教育科目群の分野に含まれる教育内容で、特殊で毎年開設することが難しいような科目を、これ

らの科目群の科目として単年度を目安に開講することがあります。

　　共通教育特殊講義

　　専門教育特殊講義

　　教養ゼミナール
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5 取得資格認定制度
　「取得資格認定制度」は、本学のカリキュラムと関わりの深い資格を取得した場合に、資格取得に向けた学修の取り組

みを評価し、卒業単位として最大 6単位まで認定する制度です。資格取得報奨金制度とともに、皆さんの資格取得に向

けた取り組みをバックアップします。在学中に資格取得を目的に努力することは、単にその資格に関わる知識や技能を修

得できたり、就職の際に有利になったりするだけではなく、継続的に努力して目標を達成する能力や自信を身につけるこ

とにもつながります。この制度をうまく活用して、在学中の資格取得を目指しましょう。

　2014年度の取得資格認定制度の対象資格と認定単位数は、以下の表のとおりです。2014年度中に表中の資格を取得

し、決められた期限までに学事センター（教務）に申請した場合に限り、取得資格に応じて、「取得資格認定1」「取得資

格認定2」「取得資格認定3」の単位（各2単位、合計で6単位）を認定します。

　なお、申請方法の詳細は、学事センター（教務）のWebページにて説明します。

申請上の諸注意
●当該年度よりも前に取得した資格は対象になりません。

●�取得資格認定制度の対象資格と認定単位数等は、年度毎に見直して変更します。変更内容については、学事センター

（教務）のWebページで公表します。

●�取得資格認定制度で認定される単位数は最大で6単位です。例えば、ある年度に日商簿記検定2級を取得して 4単位

を認定された人が、次の年度に日商簿記検定 1級を取得して申請した場合、6単位ではなく、2単位分しか認定され

ませんので、ご留意ください。

取得資格認定制度の対象資格・条件と認定単位数（2014年度）
分野 資格等 実施主体 条件（級等） 認定単位数

会計・ファイナンス

公認会計士試験 公認会計士・監査審査会 短答式試験合格 6単位

税理士試験 国税庁 1科目以上科目合格 6単位

日商簿記検定 日本商工会議所

1級 6単位

2級 4単位

3級 2単位

全経簿記検定 全国経理教育協会

上級 6単位

1級（会計・工業簿記両方） 4単位

2級 2単位

弥生検定パソコン経理事務 弥生株式会社
2級 4単位

3級 2単位

会計ファイナンシャル検定 国際会計ファイナンシャル
検定協会

B級 4単位

C級 2単位

FP技能士
（ファイナンシャル・プランニング
技能士）

日本 FP協会・
金融財政事情研究会

1級学科試験合格 6単位

1級実技試験合格 6単位

2級学科試験合格 4単位

2級実技試験合格 4単位

3級学科試験合格 2単位

3級実技試験合格 2単位

経営

中小企業診断士試験 中小企業診断士協会 第1次試験
1科目以上科目合格 6単位

経営学検定 法人経営能力開発センター

上級 6単位

中級 4単位

初級 2単位

ビジネス・キャリア検定 中央職業能力開発協会
2級 4単位

3級 2単位

商業・マーケティング

販売士検定 日本商工会議所

1級 6単位

2級 4単位

3級 2単位

マーケティング・ビジネス実務検定 国際実務マーケティング協会

準A級 6単位

B級 4単位

C級 2単位
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商業・マーケティング 貿易実務検定 日本貿易実務検定協会

A級 6単位

準A級 6単位

B級 4単位

C級 2単位

経済

ERE経済学検定
ミクロ・マクロ 日本経済学教育協会

Sランク 6単位

A+ランク 4単位

Aランク 4単位

B+ランク 4単位

Bランク 4単位

Cランク 2単位

ERE経済学検定 日本経済学教育協会

Sランク 6単位

A+ランク 4単位

Aランク 4単位

B+ランク 4単位

Bランク 4単位

Cランク 2単位

時事その他

語彙・読解力検定 朝日新聞・ベネッセ

1級 4単位

準 1級 4単位

2級 2単位

準 2級 2単位

ニュース時事能力検定 日本ニュース時事能力
検定協会

1級 4単位

2級 2単位

準 2級 2単位

医療事務

医療事務技能審査試験 日本医療教育財団 2級 4単位

調剤報酬請求事務技能認定 日本医療教育財団 合格 2単位

医療事務オペレーター
技能認定試験 日本医療教育財団 合格 2単位

ケアクラーク技能認定試験 日本医療教育財団 合格 4単位

語学（英語）

TOEIC
国際ビジネス
コミュニケーション協会
TOEIC 運営委員会

700以上 6単位

600-699 4単位

550-599 2単位

TOEFL（iBT） Educational 
Testing Service

95 以上 6単位

80-94 4 単位

60-79 2 単位

英語検定 日本英語検定協会

1級 6単位

準 1級 4単位

2級 2単位

語学（中国語）

HSK 日本青少年育成協会
ＨＳＫ日本実施委員会

6級 6単位

5級 6単位

4級 4単位

3級 2単位

中国語検定 日本中国語検定協会

1級 6単位

準 1級 6単位

2級 4単位

3級 2単位

語学（日本語） 日本語能力試験 日本国際教育支援協会 N1 2単位
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6 7つのプロフェッショナル（高度専門職業人）志望特別プログラム
　4つのコースに設置されている授業、専門特殊講義、公開講座、海外研修・留学プログラムなどを組み合わせて、高度

な資格の取得や特定の分野に関する高度な技能・知識の習得を目指すためのプログラムとして、7つの「プロフェッショ

ナル（高度専門職業人）志望特別プログラム」を用意しています。

①中小企業診断士志望特別プログラム（資格系）
　中小企業診断士 1次試験の合格を目標に、中小企業経営に関する総合的な知識と技能を学ぶための特別プログラ

ムです。「経済学・経済政策」「財務・会計」「企業経営理論」「運営管理」「経営法務」「経営情報システム」「中小企

業経営・中小企業政策」という 7つの試験分野に対応している本学の科目を体系的に履修することにより、在学中

での中小企業診断士1次試験の合格を目指します。1次試験に合格すれば、（2次試験の免除される）中小企業診断

士養成コースのある経営大学院に進学し、卒業すれば、中小企業診断士の資格取得が可能となります。

試験分野 関連科目名

経済学・経済政策

ミクロ経済学1
マクロ経済学1
会計学 1
ミクロ経済学2
マクロ経済学2
会計学 2
経済政策1
経済政策2

財務・会計

専門特殊講義（会計学1上級）
財務会計論1
専門特殊講義（会計学2上級）
財務会計論2

企業経営理論

経営学入門
企業経営入門
経営管理論1
経営組織論1
経営戦略論1
経営管理論2
経営組織論2
経営戦略論2

運営管理

流通入門
流通論
販売管理論
施設店舗管理論
生産管理論

経営法務

民法1
会社法 1
民法 2
会社法 2
民法 3
民事訴訟法
経済法
民法4
企業再生法（他学部履修）
知的財産権法

経営情報システム
ICTシステム基礎
経営情報論
ネットワーク基盤技術

中小企業経営・中小企業政策

中小企業論1
中小商業論
中小企業論2
中小企業政策論
事業創造論
経営分析論
中小企業金融論
経営診断論
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②税理士・会計士志望特別プログラム（資格系）
　税理士資格の取得を最短 6年間（3年次卒業制度を利用した場合は最短 5年間）で達成するためのプログラムで

す。簿記、会計学の通常の学習に加えて、関連する「専門特殊講義」の履修により、3年次で税理士試験（簿記論）、

4年次で税理士試験（財務諸表論）の合格を目指します。その上で、税理士試験科目免除制度（2科目免除）のある

大学院に進学して、在学中に税法科目1科目に合格すれば、税理士資格の取得が可能になります。

　公認会計士を志望する皆さんは、簿記、会計学の通常の学習に加えて、関連する「専門特殊講義」の履修により、

会計大学院（アカウンティング・スクール）の公認会計士コースの入学試験の合格を目指します。

専門特殊講義（簿記原理1上級）

専門特殊講義（簿記原理2上級）

専門特殊講義（会計学1上級）

専門特殊講義（会計学2上級）

専門特殊講義（税務会計1上級）

専門特殊講義（税務会計2上級）

③貿易実務・国際ビジネス特別プログラム（資格系）
　外国人留学生の皆さんは、卒業後に自国と日本との間の貿易取引業務に携わったり、自国にある日系企業の支社・

支店等で働いたりしたいと考えている方も多いと思います。「貿易実務・国際ビジネス特別プログラム」は、こうし

た外国人留学生の皆さんが、高度な日本語能力と国際ビジネスや貿易実務に関する知識を修得できるように支援する

プログラムです。「留学生日本語1」～「留学生日本語8」、「留学生日本語トレーニング1」～「留学生日本語トレー

ニング 4」までの徹底した日本語の学修に加えて、「国際経済学」「国際経営論」「グローバルマーケティング」など

の科目で国際ビジネスについて学んだ上で、「貿易実務論」で貿易実務検定の合格を目標に具体的な貿易実務に関し

て学びます。

留学生日本語1

留学生日本語2

留学生日本語トレーニング1

商学入門

留学生日本語3

留学生日本語4

留学生日本語トレーニング2

国際政治経済学入門

流通入門

留学生日本語5

留学生日本語6

留学生日本語トレーニング3

国際政治経済学

流通論

留学生日本語7

留学生日本語8

留学生日本語トレーニング4

貿易実務論

グローバルマーケティング

国際経済学

国際経営論
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④医療事務志望特別プログラム（資格系）
　高齢化社会を迎え、医療従事者への社会的ニーズが高まっています。それを受けて、将来医療機関で医療事務に携

わりたいと考える方が女性を中心に多くなっています。「医療事務志望特別プログラム」は、「社会保障論」「社会福

祉論」などの科目で医療事務という職務の背景となる知識を学んだ上で、医療事務資格の取得を目標に、関連する

「共通特殊講義」の履修により医療事務の実務について学びます。

共通特殊講義（医療事務1）

共通特殊講義（医療事務2）

共通特殊講義（医科コンピュータ）

共通特殊講義（介護事務1）

社会保障論

共通特殊講義（医療事務3）

共通特殊講義（介護事務2）

社会福祉論

⑤中国語プロフェッショナル特別プログラム（就職・進学系）
　中国経済の発展が著しいなか、中国ビジネスに携わる人材へのニーズが高まっています。そうした人材に必要な基

本的な能力が中国語の能力です。「中国語プロフェッショナル育成特別プログラム」は、大学での中国語の学習、提

携大学である武漢大学での短期・長期研修を組み合わせて高度な中国語能力を習得し、将来、中国ビジネスで活躍す

る人材を育成するためのプログラムです。

　なお、早期卒業制度を利用して、3年次終了後に提携大学である武漢大学留学生教育学院中国語コースへ 3年次

編入すれば、最短5年間で嘉悦大学と武漢大学の両方の大学の学位が修得可能となります。

中国語1

中国語 2

中国語会話1

中国語 3

中国語 4

中国語会話2

海外短期研修（中国）

中国語読解1

総合中国語1

中国語読解2

総合中国語2

海外長期留学（中国語）

海外専門研修（中国語）

中国語検定トレーニング1

HSKトレーニング1

共通特殊講義（上級中国語 a）

中国語検定トレーニング2

HSKトレーニング2

共通特殊講義（上級中国語 b）
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⑥公務員志望特別プログラム（就職・進学系）
　「公務員志望特別プログラム」は、警察官・消防官・市役所・区役所などの地方公務員を目指す皆さんのためのプ

ログラムです。「職業人能力基礎科目」を学び、就職試験の準備をすると同時に、政治学や行政学など、就職後に公

務員として仕事を遂行する際に役立つ知識について学びます。

憲法

政治学

行政学

計数基礎

日本語基礎

地方自治論

作文・小論文

一般常識

SPI 計数

自治体政策論

SPI 英語

共通特殊講義（公務員対策講座 a）

マナー・面接

共通特殊講義（公務員対策講座 b）

⑦大学院進学特別プログラム（就職・進学系）
　「大学院進学特別プログラム」は、難関大学の大学院への進学を目指す皆さんをサポートするための特別プログラ

ムです。希望者がいれば、専門特殊講義として、大学院進学のために必要な英語力を養う講義や、大学院進学のため

の専門分野の知識を修得するための講義を設置します。

専門特殊講義（大学院進学英語 a）

専門特殊講義（大学院進学演習 a）

専門特殊講義（大学院進学英語 b）

専門特殊講義（大学院進学演習 b）
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7 早期卒業制度
　「早期卒業制度」は、卒業後に本学の大学院に入学して税理士資格の取得などを目指す学生や、本学が提携する中国の

武漢大学と本学の二つの学位の取得を目指す学生に、より頑張って欲しい考えで設けられた制度です。

　通常、本学経営経済学部を卒業するためには少なくとも 4年間在籍することが条件ですが、この制度では 3年間の在

籍で卒業することを可能にします。

　卒業要件に定められた128単位の全てを3年間で修得する必要があるため難解ではありますが、4年次にかかる学費

が減免されるため、経済的な負担を軽減しながら、より高度な学修をすることができます。

申請は、本学の大学院に進学する場合か、卒業後に武漢大学に編入学する場合のいずれかであることが条件となりますの

で、全ての皆さんが優遇される訳ではありません、

　申請の時期や細かい条件などは、入学後に学ナビなどで告知しますので見落とさないようにしてください。

8 特殊な履修科目
①集中授業
　通常の授業期間以外に集中授業として開講される科目は、履修単位の上限には含まれません。

集中授業の履修登録は、通常の履修登録期間とは異なりますので、履修登録期間や授業日程の詳細は、学ナビ上でお

知らせいたします。

　なお、夏季集中授業の単位を修得した場合は春学期の単位として、春季集中授業の単位を修得した場合は秋学期の

単位として加算されます。

講義授業
　外部の著名な方などで、短期間であれば招聘できるような場合に集中授業とすることがあります。

予め集中授業で実施することが決まっているものではないため、前年度は通常授業だった科目が翌年度には集中授業

として開講されるということがあります。

実習授業
　インターンシップ1～ 4など

　企業実習など休暇期間を利用して実施することが予め決まっている科目です。

②留学研修
　留学プログラムに参加して修得できる単位数は、単位互換などの学外で修得した単位を含めて60単位を上限とし

ます。また、１年間を上限として、本学の在学年数に通算します。

　なお、費用等の詳細は学内で事前説明会を行いますので、興味のある学生は説明会に参加してください。

イギリス短期語学研修（春季休暇中）
　毎年、春季休暇を利用して約２週間の日程で実施されます。

現地での学習科目 本学該当科目

Conversation

StudyAbroad（English）

Grammer

Reading

Writing

Presentation

※修得した場合は、秋学期の単位に加算されます。
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フィリピン語学研修（夏季休暇中）
　毎年、夏季休暇を利用して約２週間の日程で実施されます。

現地での学習科目 本学該当科目

GeneralEnglishConversation

StudyAbroad（English）
Socializing

TravelandCulture

VolunteerActivities

※修得した場合は、春学期の単位に加算されます。

中国語学研修（春季休暇中）
　毎年、春季休暇を利用して約２週間の日程で実施されます。

現地での学習科目 本学該当科目

基礎中国語

StudyAbroad（中国語）
発音特訓

ヒアリング

会話

※修得した場合は、秋学期の単位に加算されます。

南ミシシッピ大学（USM）　長期海外研修プログラム
　本学はアメリカのミシシッピ州立南ミシシッピ大学と提携しており、２年生以上を対象として夏季休暇から８ヶ月

間の日程で海外研修プログラムを実施しています。

現地での学習科目 本学該当科目

GrammarClass

海外研修（English）Ⅰ
海外研修（English）Ⅱ

ReadingClass

WritingClass

Listening/SpeakingClassorElectiveClass

VocabularyClassorElectiveClass

AchievementTest の平均スコア

学部の授業参加

国際交流イベント

ConversationPartnership

その他の課外活動への参加

※修得した場合は、秋学期の単位に加算されます。
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北コロラド大学（UNC）　長期海外研修プログラム
　本学はアメリカのコロラド州立北コロラド大学と提携しており、２年生以上を対象として夏季休暇から８ヶ月間の

日程で海外研修プログラムを実施しています。

現地での学習科目 本学該当科目

GrammarClass

海外研修（English）Ⅰ
海外研修（English）Ⅱ

ReadingClass

WritingClass

Listening/SpeakingClassorElectiveClass

VocabularyClassorElectiveClass

国際交流イベント

その他の課外活動への参加

※修得した場合は、秋学期の単位に加算されます。

武漢大学　長期海外研修プログラム
　本学は中国の国立武漢大学と提携しており、２年生以上を対象として夏季休暇から８ヶ月間の日程で海外研修プロ

グラムを実施しています。

現地での学習科目 本学該当科目

初級中国語総合

海外研修（中国語）
海外専門研修（中国語）

初級中国語会話

初級中国語ヒアリング

初級中国語読解

中国の国際貿易実務

中国の国際投資

中国経済の改革と発展

※修得した場合は、秋学期の単位に加算されます。

パラオスポーツ研修（春季休暇中）
　毎年春季休暇を利用して6日間の日程で実施されます。

現地でのモデルプログラム 本学該当科目

スクーバダイビングライセンスコース

シーズンスポーツ aファンダイビングコース

ネイチャーアクティビティコース

※修得した場合は、秋学期の単位に加算されます。
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国内ゴルフ研修（夏季休暇中）
　科目担当者の引率の下、国内の宿泊施設に合宿をして現地のカントリークラブでゴルフの実地研修を行うもので

す。

　原則として「スポーツ c」の単位修得者を対象としています。

　当該科目では実際にゴルフ場に行きますが、ゴルフは紳士のスポーツであり、ルールなどの知識だけでなくマナー

についても事前の学習が必要なため、一定の知識がない方を引率することはできません。

　「スポーツ c」の履修をしていない方は、事前に科目担当者に了承を得てください。

本学該当科目

シーズンスポーツ b

※修得した場合は、春学期の単位に加算されます。

③単位互換
　単位互換とは、自分の所属する大学以外に設置されている科目を履修し、単位を修得した場合に、その単位が自分

の学部の単位として認められることをいいます。

　単位互換科目は履修の上限に含まれます。

　認定できる単位数は「他の大学等における授業科目の履修等」、「大学以外の教育施設における学修」、「入学前の既

修得単位」、「留学による単位」と合わせて60単位までとします。

　単位互換制度を利用する場合は、所定の期間中に学事センター窓口で申し込みが必要です。

ネットワーク多摩（http://tan-i.nw-tama.jp/）
　本学はネットワーク多摩と単位互換協定を結んでおり、産学連携科目の単位互換を認めます。詳しくはネットワー

ク多摩ホームページから確認してください。

　授業料：無料

放送大学
　本学は放送大学と単位互換協定を結んでいます。

　授業料：1科目（２単位）11,000 円
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9 他学部履修
　在籍する学部には開設されていない他の学部（ビジネス創造学部）にある授業科目を、申請によって在籍する学部の卒

業要件の単位として履修することをいいます。

　以下に、対象科目を示します。このうち、卒業要件の単位として履修を認めることができるのは24単位までです。

【対象科目】

ビジネス創造学部
科目名称 単位 配当学年 経営経済学部　認定先科目分類

行政法 2 3 専門教育科目　専門共通選択科目

企業組織法 2 3 専門教育科目　専門共通選択科目

企業取引法 2 3 専門教育科目　専門共通選択科目

企業再生法 2 3 専門教育科目　専門共通選択科目

金融法 2 3 専門教育科目　専門共通選択科目

企業会計法 2 3 専門教育科目　専門共通選択科目

　これらの科目の履修も「履修単位数の上限」に含んで計算します。
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� 転学部
　所属学部を経営経済学部からビジネス創造学部に変更することをいいます。受入学部が受入可能な場合に限り出願が可

能です。転学部を希望する場合は、指定された期間内（11月～ 12月頃を予定）に保証人連署でアドバイザの承認印の

ある「転学部願」を提出してください。

　出願後、試験についての詳細をご連絡します。

　転学部の出願時期は次のとおりです。

　［転学部の出願時期］
　第1学年から第2学年に進級する際

　第2学年から第3学年に進級する際



Ⅲ．ビジネス創造学部 教育課程
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1 カリキュラムポリシー（教育課程編成方針）
　カリキュラムとは教育課程のことです。ビジネス創造学部に入学した皆さんはどんなことを学び、どんなことを身につ

けて卒業をして行くのか分かりますか？

　本学ビジネス創造学部を卒業することは、学士（経営管理）の学位を取得することを意味します。皆さんが無事に学位

を取得した暁には、日本の社会のために寄与していくことになりますが、本学ビジネス創造学部がどのような卒業生を輩

出することを目的としているのか？そのためにはどのような教育課程を編成しているのか？

　これらの全体像を理解せずに、今の自分の興味だけで学習しても意義のある学習は望めません。

　ここでは、本学ビジネス創造学部の方針、カリキュラムの全体像、カリキュラムの細部と、順を追った説明を記載しま

すので、本学を選んだ意義を今一度確認してください。

カリキュラムポリシー（教育課程編成方針）

　本ポリシーは、嘉悦大学ビジネス創造学部に入学以後卒業までに本学部学生が受ける教育内容を教育課程の編成方針か

ら解説し、以下に述べる本学の教育理念に基づいて定義されていることを本学部学生の皆さん（以下、「皆さん」と記し

ます）に理解を求めるものです。

本学の教育理念とそれを踏まえた教育課程の編成
　嘉悦大学ビジネス創造学部では、「怒るな働け」という建学の精神のもと、「創造的実学」を基本理念とした教育を

行います。皆さんは、本学部卒業時には、主に社会科学の領域に属する諸学問を「創造的実学」の理念に基づいて総

合的に修得した上で、建学の精神を体現した人物となるための基礎ができていることが求められます。

　言い換えれば、卒業までの在学中の「学び」を通して、「公（おおやけ）を支える」という社会的情熱を備えた

「自立自尊」の人材となるよう自らを鍛え上げることが期待されます。「創造的実学」は、皆さんが実社会で自立して

活躍できる知識や能力を身につけるだけでなく、自らの能力に対する自信を育み、よりよい社会の創造を目指す高い

志を養うことを目的とする実学です。このため本学部では、皆さんが次の 3要件を踏まえた知識と経験の修得がで

きるよう教育課程が編成されます。

●�創造的実学の基盤：「ビジネス・スキル」「アカデミック・スキル」「ソーシャル・スキル」の3つの側面から社会

的コミュニケーション力と知的判断力の素地を身につけること

●�創造的実学の理論：マネジメント、法務・税務・財務、情報を中心とし、主に社会科学に属する諸学問を総合的に

学び視野を広げた上で、一定の専門性に基づく実践的な理論を身につけること

●�創造的実学の実践：事例研究・フィールドワークなどにより、直接実践的知識を発見・吸収することで知の活用を

通じて実践力を身につけること

　なお、本学部では、創造的実学の理論と実践を相互的に学習することを最大の特徴としております。

　教育課程は、基礎教育科目群（基礎演習、カンバセーション、ICT、ソーシャル・スキルズ、フィールド・エン

トリー）、専門教育科目ナレッジ系科目群（マネジメントフィールド、法務・税務・財務フィールド、情報フィール

ド）、専門教育科目ワークショップ系科目群（ライブケース科目、プロジェクト科目、専門演習）という科目体系か

ら構成されています。半期ごとに完結する完全セメスター制を敷いています。

「創造的実学」の修得を目指す教育課程の特徴
　本学部の教育課程は皆さんが「創造的実学」を修得できるよう工夫されており、基盤・展開・実践のそれぞれの要

素を学べるよう次の特徴を持っています。

　卒業要件としては4年間で 124単位以上を修得することを求めています。さらに基礎教育科目群から32単位以

上、専門教育科目群から80単位以上を修得するよう求めています。
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A）迷わせない初年次導入教育
　1年生春学期（第1セメスター）に、皆さんに渡されるのは基礎教育科目で埋められた時間割表です。

　ビジネス・スキル、アカデミック・スキル、ソーシャル・スキルの 3つの側面より、シチュエーションに根ざ

した教育手法により、本学で学ぶために必要な社会的コミュニケーション力と知的判断力の素地を養う科目が網羅

されています。

　大学で教育を受けることに不案内な新入生に科目選択で迷わせません。第１セメスターを通じて社会人として必

要なコミュニケーション力を身につけ、学問を通した自分自身の判断基準を形成してもらいます。本学での初年次

教育は、いわば自分の「大学での学び」をデザインするための助走期間として位置づけられます。皆さんの迷いを

解決するために教職員は全面的に支援を惜しみません。そして第 2セメスターから自分の知的判断力をものさし

に科目を選択し、履修申告を行っていきます。

B）学問成果と実践知を吸収し創造的実学の理論を形成するナレッジ教育
　本学が提供する専門教育科目ナレッジ系科目は、中小企業の発展に強く関連する科目として、マネジメント、法

務・税務・財務、情報の3領域に関する学問を総合的に学ぶように編成されています。

　ビジネス創造学部は、日本経済の活性化への寄与を目的に、法や政策に関する知識を有し、かつ、主としてマネ

ジメント（経営管理）分野で、「実践知」に根ざした事業創造及び企業経営を通じて公に尽くす人材の育成を目指

すものです。ここでいう「実践知」とは、ビジネスの現場活動から発生しつつある新たな事実や知を指します。ナ

レッジ系科目群にはこれらのマネジメント、法務・税務・財務、情報に関する科目を３領域に区分して明示してい

ます。

C）知の学習と実践を通してより創造的な実践力を身につけるワークショップ教育
　ナレッジ教育の3領域に加えて、ワークショップ教育では実際にビジネスを「創造する力」「実践する力」の育

成を重視しています。

　ワークショップ系科目は、伝統的及び先端的な学術成果を教育することを目的とする「専門演習」たる「研究

会」と、これをサポートする形で、ビジネスプロフェッショナルのサポートの元で実施される「ライブケース科

目」「プロジェクト科目」によって構成されています。

　プロジェクト科目では、様々な専門知識を融合させながら、PBL（ProjectBasedLearning）に基づいた教育

方法を用いて、中小企業や地域経済などが実際に直面している課題を解決するために実践的教育を行います。ライ

ブケース科目では、実際の中小企業経営に関する事例学習を通じて、皆さんの学習活動の活性化を図ります。これ

らは皆さんが直接実践知を発見・吸収し、実践的学習を促進する役割を果たします。

D）創造的実学の理論と実践の相互学習
　本学部の最大の特徴は、創造的実学の理論となるナレッジ教育と、創造的実学の実践となるワークショップ教育

を相互に学習することです。教室で行われる学習で培った理論を、実際のビジネスの現場で実践し、それを繰り返

していくことで意義のある創造的実学を身につけていきます。

E）重点を選べる相互学習の 2 つの学習モデル（アカデミックユニット・ビジネスユニット）
　創造的実学の理論と実践の相互学習については 2つの学習モデルを設けています。思考能力に長けた創造的実

学の理論に重点を置くアカデミックユニット、実務感覚に優れた創造的実学の実践に重点を置くビジネスユニット

のいずれかの学習モデルに沿って「創造的実学」を養います。

F）学生生活全体を通じて「学び」を支援
　本学では、基礎ゼミナールと研究会の担当教員が皆さんのアドバイザを努めます。アドバイザは学生生活の様々

な場面で皆さんの相談に応じて支援を行います。

　学びの方法について行き詰まったとき、関連分野を調べたいときにアドバイザは直接答えたり、関係する教員を

紹介したりします。生活上のトラブルについても大学事務局と連携しながら解決方法を一緒に探ります。
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　大学生として皆さんが「教室」で行う活動はごく限られた一部に過ぎません。「創造的実学」の実践として、皆

さんが考えついた新しいアイデアを基に企画したことを実現したい、といった場合にもまずアドバイザに相談して

みてください。きっとそれを実現するために一緒に考えてくれるはずです。

　クラブやサークル活動、アルバイト、地域社会での活動が該当するかもしれません。

　皆さんが「創造的実学」の実践の拠点として大学を生かすことができるように、24時間キャンパスの実施や学

友会・クラブ活動の支援といった環境整備の面でも努力を続けます。

　本ポリシーは、嘉悦大学ビジネス創造学部が学位授与を行うにあたっての基準として、本学学生が受けるべき教

育内容と、卒業時に身につけているべき能力を、本学の教育理念に基づいて、本学学生の皆さん（以下、「皆さん」

と記します）への解説と呼びかけの形で定義するものです。

2 ディプロマポリシー（学位授与方針）
嘉悦大学の期待する卒業生像：「公を支える精神」を備えた「自立自尊」の人材
　嘉悦大学は、「怒るな働け」という建学の精神に基づき、「創造的な実学」教育を通じて、よりよい未来の社会を主

体的に創造していく気概と能力を備えた人材を社会に送り出すことを使命としています。

　そのために本学は、皆さんに、卒業までの在学中の「学び」を通じて、「公（おおやけ）を支える」という社会的

情熱を備えた「自立自尊」の人材となるよう自らを鍛えあげ、卒業後により良い社会の実現のために貢献できる人材

となることを期待しています。

A）「自立自尊」の気概と能力を備えた卒業生であれ
　現代社会では、他者に依存することなく、自らの力で自らの道を切り開いていく気概と能力を備えた「自立自

尊」の人材が求められています。

　本学は、皆さんが、実社会で自信を持って自立して活躍できる知識や能力を在学中に身につけ、同時に、さまざ

まな問題を自分の力で主体的に解決していくのだという自信と気概を備えたうえで卒業することを期待していま

す。

B）「公（おおやけ）を支える」という精神を備えた卒業生であれ
　マネジメント、法務・税務・財務、情報など、社会科学を学ぶ根底にあるべき思想は、「学問を通じて社会を変

革する」という「社会的情熱」です。

　本学は、皆さんが在学中に身につけた知識や技能を、就職やキャリアアップなど「自分」の将来のためだけでは

なく、より良い社会を実現していくために役立たせたいという高い志を備えて卒業することを期待しています。

卒業までに身につけるべき知識と能力：「創造的実学」の修得
　本学の教育課程（カリキュラム）は、「創造的実学」の実現を目指して構成されています。「創造的実学」は、皆さ

んが、実社会で自立して活躍できる知識や能力を身につけるだけでなく、自らの能力に対する自信を育み、より良い

社会の創造を目指す高い志を養うことを目的とする実学です。

　皆さんは、卒業までに、カリキュラムにおいて定められた単位の修得を通じ、また、講義の時間や教室の中に留ま

らない学生生活の全般的な活動を通じて、「創造的実学」の目指す目的を十分に理解したうえで、主体的に学び、自

らを鍛えていく必要があります。

A）3 つのスキルを通じて社会的コミュニケーション力と知的判断力の素地を身につける
　世界と日本は大きな変動期に突入しており、この変動期を乗り切り、日本を創造性に満ちた社会として発展させ

るための人材には、ビジネススキル・ソーシャルスキル・アカデミックスキルの3つのスキルが不可欠です。

　皆さんは、基礎的なスキルを確実に身につける必要があります。

さらに、基礎力として 3つのスキルを身につけた上で、これを単なる知識や技能として学ぶだけでなく、実践的
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な知識の獲得や体験による対象の深い理解を身につけてください。

　人間が一人でできることは限られています。直感に頼った根拠のない判断力では、人々を動かすことはできませ

んし、いかに優れた判断力をもっていても、人々に働きかけ、説得し、共感してもらい、動いてもらえなければ、

社会を動かすことはできません。3つのスキルを通じて、より良い社会を皆さんの力で実現していくための能力と

して使いこなせるよう、人々に働きかける社会的コミュニケーション力と、人々の共感を得る知的判断力の素地を

鍛えることが必要です。

B）専門科目を通じて学問成果と実践知を吸収する。
　皆さんは、マネジメント、法務・税務・財務、情報など、社会科学の分野を中心としたさまざまな専門科目を学

ぶことを通じて、視野を広げながら知識と経験を総合的に積み上げていくことが求められます。

　しかし、専門科目を受動的に学ぶだけでは十分ではありません。「学問」とは、「問いを学ぶ」ことであり、「問

題を学ぶ」ことだからです。単に「答え」を学ぶことではないのです。皆さんは専門科目の学びを通じて、日本経

済を活性化するために、法や政策に関する知識と、マネジメント（経営管理）分野で、より良い社会を築くにはど

うすればよいか、自分には何が出来るのかを考え抜く必要があります。知的判断力の骨格作りです。日本経済を活

性化するために必要な知識や経験が何なのか見極め、自ら必要な学習内容を考える力を身につけてください。

C）ワークショップ科目を通じて、より創造的な実践力を身につける
　ワークショップは、実際にビジネスを「創造する力」「実践する力」の育成を重視しています。3つのスキルで

鍛えた社会的コミュニケーション力と知的判断力の素地を生かし実践する場として積極的に活用することが必要で

す。

　特に、より良い社会を実現するために自分には何ができるのかという根本的な「問い」を忘れずに、自分ならで

はの「問い」やテーマを発見し、とことん考え抜くことが重要です。それこそ、現場からの知的判断力の形成で

す。

D）学生生活の全体を通じて、「創造的実学」の実践を行う
　皆さんの大学における学生生活において、講義の時間に教室の中で行う活動は、その一部でしかありません。

サークルやアルバイト、仲間と行う様々な活動や、地域社会での活動など、広く社会生活の全体を、「創造的実学」

の実践の場として捉えて活動することが期待されます。大学での「学び」を狭い意味で捉えず、学生生活全体を実

践の場として活用し、実りあるものとするよう努力してください。
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3 科目群と卒業要件
　本学ビジネス創造学部は以下の図で示した種類の科目群に区分されて成り立っており、これら科目群に複数の科目が設

置されています。

主
に
１
年
生
か
ら

主
に
２
年
生
か
ら

基礎教育科目 ナレッジ系科目 

ナレッジ系科目 ワークショップ系科目 

  

ビジネス創造学部入学

 

ビジネス創造学部 卒業 

専門教育科目 

中小企業のエース！組織の即戦力 

基
礎
演
習

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
科
目

ラ
イ
ブ
ケ
ー
ス
科
目

専
門
演
習

情
報

法
務
・
税
務
・
財
務

Ｉ
Ｃ
Ｔ
科
目

カ
ン
バ
セ
ー
シ
ョ
ン

科
目

フ
ィ
ー
ル
ド
・

エ
ン
ト
リ
ー
科
目

ソ
ー
シ
ャ
ル
・

ス
キ
ル
ズ
科
目
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　日本の大学で卒業に必要な単位数は、大学設置基準により124単位と定められています（歯学部・医学部を除く）の

で、本学ビジネス創造学部でも4年間の在学期間中に124単位を修得することが必要です。

　さらに、この124単位は科目群毎に設けられた要件を満たしながら修得する必要があります。これを卒業要件と言い

ます。

　本学ビジネス創造学部の卒業要件は下表の通りです。

大科目 中科目 小科目 必修選択 卒業要件

基礎教育
科目

ナレッジ系
科目

基礎演習 必修 2 単位

32 単位
以上

カンバセーション科目 選択 8 単位以上

ICT 科目 選択 4 単位以上

フィールド・エントリー科目 選択 4 単位以上

ソーシャル・スキルズ科目 選択 2 単位以上

専門教育
科目

ナレッジ系
科目

マネジメントフィールド 選択 4 単位以上

80 単位
以上

法務・税務・財務フィールド 選択 4 単位以上

情報フィールド 選択 4 単位以上

ワーク
ショップ系
科目

ライブケース科目 選択 4 単位以上

プロジェクト科目 選択 10 単位以上

専門演習 選択 8 単位以上

卒業必要単位 124 単位以上

　表の中に「単位」という言葉が出てきます。大学の授業には、科目毎に単位が定められています。もし履修申請期間に

２単位のある科目を履修登録し、学期末にその科目の学習目標を達成したと評価されれば、その学生は「２単位を修得し

た」ということになります。修得した単位の合計数は、本学が個々の学生を卒業させるか否かを判断するためのもっとも

重要な指標です。

　大学設置基準では、１単位の学修時間は45時間が標準とされています。２単位では90時間です。本学は１学期につ

き 15回の授業週が設定されていますので、２単位の科目であれば１回の授業につき６時間の学修が求められるのです

が、本学の１回の授業は90分となっています。つまり授業には予習・復習などといった授業以外での学習時間が含まれ

ているわけです。

　したがって、大学に来て学習しただけでは到底単位を修得することはできないのです。
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4 カリキュラム科目一覧
　ここでは、これまでに説明した科目群に実際に設置されている科目について一覧表で説明します。なお一覧表のそれぞ

れの項目の意味は以下の通りです。

科目名 授業科目の名称です。

配当年次 履修可能となる学年です。

例えば、配当年次が 1年となっている場合、1年生以上の学生が履修することがで

きます。反対に 2年となっている場合、1年生は履修することができず、2年生以

上の学生が履修できます。

単位 科目毎の学修に要する時間を数値化したものです。

必修 /選択 必修 卒業までに修得する必要があることを意味します。

選択必修 卒業までに指定された科目のいずれかを選択して修得する必要が

あることを意味します。

選択 個別には修得しなくても直ちに卒業には影響しないことを意味し

ます。
※但し、科目群毎の指定は別途あります。

●科目毎のさらに詳しい情報は学ナビのシラバスを確認してください。

基礎教育科目ナレッジ系科目
　ビジネスの現場での基礎となるビジネス・スキル、ソーシャル・スキル、アカデミック・スキルを学ぶ科目群です。卒

業までに「基礎ゼミナール」を含めた32単位を修得しましょう。

●基礎演習

　少人数クラスで大学での学習に必要な基礎を学び、コラボレーション力・キャリアデザイン力・知的判断力の素

地を身につけます！

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

基礎ゼミナール 1 2 必修
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●カンバセーション

　外国語での会話の基礎を身につけます。ビジネスの現場で起こる状況を具体的に設定し、自然な流れの中で会話

を習得します。５分間外国語で話せるようにしよう！

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

イングリッシュ・カンバセーション1 1 2 選択

イングリッシュ・カンバセーション2 1 2 選択

イングリッシュ・カンバセーション3 1 2 選択

イングリッシュ・カンバセーション4 1 2 選択

チャイニーズ・カンバセーション1 1 2 選択

チャイニーズ・カンバセーション2 1 2 選択

チャイニーズ・カンバセーション3 1 2 選択

チャイニーズ・カンバセーション4 1 2 選択

English for Employment1 2 2 選択

English for Employment2 2 2 選択

総合中国語1 2 2 選択

総合中国語2 2 2 選択

中国語検定トレーニング1 2 2 選択

中国語検定トレーニング2 2 2 選択

HSKトレーニング1 2 2 選択

HSKトレーニング2 2 2 選択

Study Abroad（English） 1 4 選択

Study Abroad（中国語） 1 4 選択

海外研修（English）1 2 10 選択

海外研修（English）2 2 10 選択

海外研修（中国語） 2 11 選択

● ICT

　ビジネスの現場では欠かせない ICT に関する基本的な知識・スキルを身につけます。文書作成はもちろん、情

報収集やコンピュータ上のコミュニケーション能力を身につけよう！

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

ICT スキルズ 1 2 選択必修

ICTツールズ 1 2 選択必修

ICTメディア 1 2 選択必修

●フィールド・エントリー

　専門教育科目（ナレッジ系科目）の基礎的知識・スキルを身につけます。

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

マネジメントエントリー 1 2 選択必修

法務エントリー 1 2 選択必修

税務・財務エントリー 1 2 選択必修

情報エントリー 1 2 選択必修
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●ソーシャル・スキルズ

　社会の一員として他者と協調するための「社会的コミュニケーション能力」の素地を身につけます！

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

レポート・論文作成の技術 1 2 選択

アカデミック・ディベート 1 2 選択

ビジネスコミュニケーション 1 2 選択

魅力的な行動・表現 1 2 選択

キャリアデザイン1 1 2 選択

キャリアデザイン2 1 2 選択

キャリアデザイン3 2 2 選択

キャリアデザイン4 2 2 選択

キャリアディベロップメント 3 2 選択

キャリア演習1 4 2 選択

キャリア演習2 4 2 選択

医療事務1（基礎） 1 4 選択

医療事務2（応用・調剤） 1 4 選択

医療事務3（専門） 2 2 選択

医科コンピュータ 2 4 選択

介護事務1（介護保険請求実務） 2 2 選択

介護事務2（社会福祉・コンピュータ） 2 2 選択

スポーツ a 1 1 選択

スポーツ b 1 1 選択

スポーツ c 1 1 選択

スポーツイベント企画 2 2 選択

地域とスポーツ 2 2 選択
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専門教育科目ナレッジ系科目
　ビジネスの現場において前提となる知識を学ぶ科目群です。

●マネジメントフィールド

　中小企業のエースには、幅広いマネジメントの知識・スキルが求められます。

　この分野では、事業の選択と集中や、ヒト・モノ・カネ・情報の４つの経営資源の最適分配、人的資源管理等に

ついて学びます。

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

経営学1 1 2 選択

経営学2 1 2 選択

企業経営入門 2 2 選択

企業経営論 2 2 選択

経営管理論 2 2 選択

管理職能論 2 2 選択

経営分析論 2 2 選択

経営分析の実践 3 2 選択

経営組織論 2 2 選択

組織間関係論 3 2 選択

組織行動論 2 2 選択

経営戦略論 2 2 選択

人事労務管理論 2 2 選択

労使関係論 3 2 選択

生産管理論 3 2 選択

中小企業論 2 2 選択

中小企業政策 3 2 選択

事業創造論 2 2 選択

ベンチャーキャピタル論 3 2 選択

マーケティング論 3 2 選択

消費者行動論 3 2 選択

評価デザイン論 3 2 選択

情報メディア論 3 2 選択

インターネットビジネス論 3 2 選択

海外専門研修（中国語） 2 9 選択
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●法務・税務・財務フィールド

　現代の経営には、幅広い法務、税務、財務知識が必要です。

　法務とは、法・法令・法律や司法に関する事務、業務、或いは、職務のことです。

　税務とは、課税や徴税についての事務、業務、或いは、職務のことです。

　財務とは、法人における資産、負債、損益、キャッシュフローの管理に携わる事務や業務のことです。

　この分野では、これら企業に必要な知識を学びます。

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

憲法 1 2 選択

民法総論1 2 2 選択

民法総論2 2 2 選択

企業法総論1 2 2 選択

企業法総論2 2 2 選択

契約法 3 2 選択

物権法 3 2 選択

行政法 3 2 選択

民事訴訟法 3 2 選択

企業組織法 3 2 選択

企業取引法 3 2 選択

企業再生法 3 2 選択

金融法 3 2 選択

マーケティング法 3 2 選択

企業会計法 3 2 選択

租税法 3 2 選択

簿記入門 1 2 選択

簿記原理1 1 2 選択

簿記原理2 2 2 選択

会計学1 2 2 選択

会計学2 2 2 選択

資金調達・投資戦略論 2 2 選択

税務会計論 3 2 選択

税務会計実務 3 2 選択

タックスプランニング（所得税・法人税） 3 2 選択

タックスプランニング（相続税・事業承継） 3 2 選択

ミクロ経済学 1 2 選択

マクロ経済学 2 2 選択

公共経済学 2 2 選択

公共政策論 3 2 選択

経済政策 3 2 選択

金融論 3 2 選択

政治学 1 2 選択

地方自治論 3 2 選択

地方自治政策 3 2 選択

ボランティア論 2 2 選択
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●情報フィールド

　「情報を制するものは世界を制する」といわれ、いかに情報を入手し、分析し、戦略・施策構築に活かすか、ど

のように情報を発信するか等は、企業経営を大きく左右します。

　この分野では、企業経営に不可欠な情報に関する知識を学びます。

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

統計リテラシー 1 2 選択

情報検索法 1 2 選択

データ獲得法 2 2 選択

質的調査法 2 2 選択

データ解析法 2 2 選択

データマイニング 3 2 選択

メディア表現技法 a 1 2 選択

メディア表現技法 b 1 2 選択

メディア表現技法 c 1 2 選択

ユーザモデリング 2 2 選択

専門教育科目ワークショップ系科目
　ビジネスの現場や事例を実際に学ぶ科目群です。

●ライブケース

　ライブケース科目は、実際にあった事例に基づいた学習をします。

　ここで得た実践的な知識をもとに、プロジェクト科目や専門演習科目の活動に取り組みます。

　また、プロジェクト科目で体験的に身につけた知識を、他の事例と比較することで、より深い学習効果を得るこ

とができます。

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

ライブケース（業界研究1） 2 2 選択

ライブケース（業界研究2） 2 2 選択

ライブケース（業界研究3） 2 2 選択

ライブケース（税財務） 3 2 選択

ライブケース（法務） 2 2 選択

ライブケース（中小企業） 2 2 選択

ライブケース（コミュニティビジネス） 3 2 選択

ライブケース（メディアビジネス） 2 2 選択

ライブケース（ベンチャー企業） 3 2 選択

ライブケース（知的財産権） 3 2 選択

ライブケース（NGO・NPO） 3 2 選択

ライブケース（政策） 3 2 選択



ビ
ジ
ネ
ス
創
造
学
部 

教
育
課
程

B-62

●プロジェクト

　プロジェクト科目は、ビジネスプロフェッショナルのサポートのもと、実際にビジネスを実践する中で、経営に

関する知識・スキルを学びます。

　ここでは実際のビジネスに直接触れて学びます。

　したがって、学習の場は大学の教室の中に限りません。

　これらの科目は、皆さんの希望を基に、選抜を行います。詳しくは次ページ以降をご参照ください。

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

プロジェクトエントリー 1 2 選択

プロジェクト1 2 2 選択

プロジェクト2 2 2 選択

プロジェクト3 3 2 選択

ベーシックスキルトレーニング 1 2 選択

プロフェッショナルスキルトレーニング1 2 2 選択

プロフェッショナルスキルトレーニング2 2 2 選択

プロフェッショナルスキルトレーニング3 3 2 選択

インターンシップ1 1 2 選択

インターンシップ2 2 2 選択

インターンシップ3 2 2 選択

インターンシップ4 3 2 選択

●専門演習

　専門演習科目は、ライブケース科目での学習を通じて得た知識と、プロジェクト科目での体験を通じて得た実践

的な知識を統合して身につけます。

　「プロジェクト」「ライブケース」「専門演習（研究会）」が三位一体となることで、より深い実践的学習効果をも

たらすことが、本学部の大きな特徴です。

科目名 配当年次 単位 必修 / 選択

研究会 a 2 2 選択必修

研究会 b 2 2 選択必修

研究会 c 3 2 選択必修

研究会 d 3 2 選択必修

研究会 e 4 2 選択必修

研究会 f 4 2 選択必修
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5 専門教育科目ワークショップ系科目群プロジェクト科目の特徴
①プロジェクト科目の授業内容
　プロジェクト科目は、教室の机に座って勉強するものとは少し異なります。

　大きくは以下の3つに分かれますので、内容を確認してください。

●インターンシップ

　日本語では「企業実習」や「就業体験」などと言います。

　実際の企業に行って、仕事を体験することから学習する科目です。

　夏休みや春休みの10日間程度で集中的に行います。

　皆さんが中高生の時に「教育実習生」という若い先生のタマゴがきたことがあると思います。

　この「教育実習」もインターンシップの一つで、「教師」という実際の仕事を体験することで学ぶ授業なのです。

「教育実習生」は全て大学生であり、「教育実習」は大学の授業だったのです。

　ビジネス創造学部のインターンシップでは、教育実習ではないため中学・高校に行くのではなく、実際の企業に

て行われます。

　「インターンシップ1～ 4」の 4科目があります。

●プロジェクト

　プロジェクトはインターンシップと同様に、企業の現場に行って体験と研究をしながら学ぶ科目です。他の大学

では類を見ない非常にユニークな科目です。

　インターンシップと異なる点は、休暇期間ではなく、通常の授業期間の水曜日に毎週行うということです。

　「プロジェクトエントリー」と「プロジェクト1～ 3」の 4科目があります。

●スキルトレーニング

　スキルトレーニングは、上記の二つとは異なり、皆さんが企業に行くことはありません。卒業して社会に出た際

に必要となる能力を磨く科目です。

　学内において実践しながら学ぶ科目です。

　「ベーシックスキルトレーニング」と「プロフェッショナルスキルトレーニング1～ 3」の４科目があります。
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②ワークショップ系科目「プロジェクト科目群」の二つの学習モデル
　ビジネス創造学部では教室での理論的な学習と、ビジネスの現場での実践的な学習を繰り返していくことで、有意

義な創造的実学を身につけていくことを目的としています。そのため専門教育科目のワークショップ系科目では、実

際のビジネスの現場で実践する科目が多く含まれています。

　皆さんには卒業するまでの間に少なからずビジネスの現場での実践的な学習をして頂きますが、ビジネス創造学部

では、教室での理論的な学習に重点をおく学習モデル「アカデミックユニット（ＡＵ）」と、ビジネスの現場での実

践的な学習に重点をおく学習モデル「ビジネスユニット（ＢＵ）」の二種類の学習モデルを用意しています。

　以下に、二種類の学習モデルを示します。皆さんにはいずれかの学習モデルを選択して頂きます。ビジネスの現場

での実践的な学習は、企業という第三者を巻き込んで行うため、そこに重点を置くビジネスユニットには相応の適性

が求められます。なお、学習モデルは後から変更することもできます。

ＡＵＢＵ 

学び方の選択 

ビジネス創造学部 卒業 

春学期  

夏季休暇  

秋学期  

春季休暇  

春学期  

夏季休暇  

秋学期  

春季休暇  

春学期  

夏季休暇  

秋学期  

春季休暇  

春学期  

夏季休暇  

秋学期  

就職活動

学外中心 
ビジネスユニット 

１
年
生 

２
年
生 

３
年
生 

４
年
生 

学内中心
アカデミックユニット 

プロジェクトエントリー

インターンシップ１

プロジェクト１

インターンシップ２

インターンシップ３

インターンシップ４

プロジェクト２

プロジェクト３

ベーシックスキルトレーニング

プロフェッショナルスキルトレーニング1

プロフェッショナルスキルトレーニング２

プロフェッショナルスキルトレーニング３

インターンシップ１

インターンシップ２
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③学習モデルの選択方法
　ビジネスの現場での実践的な学習は、企業という第三者を巻き込んで行うため、そこに重点を置くビジネスユニッ

トには相応の適性が求められます。

　そこでビジネスユニットを選ぶ際には以下の条件を満たす必要があります。

学外中心 
ビジネスユニット 

ＢＵ 

研究会選択 

基礎ゼミナール

ビジネスコミュニケーション

単位修得（科目合格）

アドバイザによる適正判断

許可

１
年
生
　
春
学
期 

１
年
生
　
秋
学
期 

プロジェクトエントリー ベーシックスキルトレーニング

希望選択 

学内中心
アカデミックユニット 

ＡＵ

④ビジネスユニットの業種・業界
　ビジネスユニットのプロジェクト・インターンシップでは学外の企業などを中心とした授業を行いますが、これら

は複数の業種・業界の中から一つを選んで継続して関連性を持った学習を行います。

　参考として以下に2012年度のものの一部を掲載致します。

フードビジネス 

レストラン、ファーストフード、

カフェなど、わたしたちが「食を

楽しむ」ためのサービス業。最も

社会に根づいているサービス業の

一つです。近年は、弁当や総菜の

販売やデリバリーなど、仕事の内

容も多様化し、巨大な市場を形成

しています。食べることが好きな

人、接客好きな人、食の楽しみを

伝えたい人にオススメの業界。

インターネットビジネス

わたしたちの生活に定着したイン

ターネットは、まだまだ新しい技

術がうまれてきます。もちろん、

新しいビジネスも続々と誕生。情

報やコンテンツを提供するビジネ

ス、広告ビジネス、オンライン販

売ビジネスなどが代表的なもので

す。近年ではソーシャルサービス

（人間関係に注目したネットサー

ビス）なども話題。

ブランドビジネス

同じタイプの商品なのに、「こっ

ちは可愛い」「あれはクールな感

じ」･･･などと、異なった印象をい

だいたことはありませんか？ ブ

ランドとは、各商品が持つ「個性」

のこと。商品の名前、パッケージ

のデザイン、宣伝の仕方などを組

み合わせ、その商品ならではの「個

性」をつくりあげていくのがブラ

ンドビジネスです。 
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⑤業種・業界紹介～ブランドビジネス～
　ビジネスユニットのプロジェクト科目を、より具体的にイメージしてもらうために、2012年度のブランドビジネ

スをご紹介します。

１
年
生

２
年
生

３
年
生

春季休暇

春学期

夏季休暇

秋学期

春季休暇

春学期

夏季休暇

インターンシップ１

プロジェクト１

インターンシップ２

インターンシップ３

インターンシップ４

プロジェクト２

プロジェクト３

ブランドビジネス

インターンシップ1での失敗を反省し、インター
ンシップ2での成功を目指して計画を練る。

インターンシップ1と同じことをプロジェクト1
での計画を生かして再チャレンジする。

インターンシップ 3 から来る後輩たちの指導な
ど、後輩の育成を計画する。

1 学年下のインターンシップ 1 の受講者ととも
に、リーダーとして販売業務を経験する。

プロジェクト 3 での計画を生かしてリーダーと
して再チャレンジする。

インターンシップ3での失敗を反省し、インター
ンシップ4での成功を目指して計画を練る。

2、3 名でチームを組んで、実際に販売する物
や場所を選び、仕入れ、販売場所の確保から販
売までを経験します。

メ
ン
バ
ー
育
成

リ
ー
ダ
ー
育
成

⑥研究会選択
　専門演習（研究会）は 2年次より始まる科目で、複数の先生が担当します。授業の内容は先生毎に異なる分野

の学問を研究します。

　また、研究会はプロジェクト科目と深く関連しており、特にビジネスユニットの各業種・業界は研究会と連携し

ているため、ビジネスユニットを選んだ学生は、研究会を選択することが業種・業界を決定することを意味しま

す。

　皆さんは、1年生の秋学期の所定の期間に、一人の先生を選びます。

１
年
生

４
年
生

３
年
生

２
年
生

春学期

秋学期

春学期

秋学期

春学期

秋学期

春学期

秋学期

学習モデル

B U A U

業
種
・
業
界
①（
Ａ
先
生
）

業
種
・
業
界
②（
Ｂ
先
生
）

研
究
会（
Ａ
先
生
）

業
種
・
業
界
③（
Ｃ
先
生
）

研
究
会（
Ｃ
先
生
）

研
究
会（
Ｄ
先
生
）

研
究
会（
Ｅ
先
生
）

研
究
会（
Ｂ
先
生
）



ビ
ジ
ネ
ス
創
造
学
部 

教
育
課
程

B-67

6 履修モデル
　以下に、皆さんの履修選択の参考に目的別履修モデルを示します。ただし、これらは一例であり、各自のより具体的な

目的にあわせて、自分なりの履修計画を作成し、実践するようにしてください。

●起業家・事業継承

基礎教育科目ナレッジ系 専門教育科目ナレッジ系 専門教育科目ワークショップ系
基礎ゼミナール 経営学 1 プロジェクトエントリー
イングリッシュ・カンバセーション1 経営学 2 インターンシップ1
イングリッシュ・カンバセーション2 企業経営入門 プロジェクト1
ICTスキルズ 経営管理論 インターンシップ2
ICTツールズ 組織行動論 ライブケース（業界研究3）
マネジメントエントリー 簿記入門 研究会 a
法務エントリー ミクロ経済学 プロジェクト2
ビジネスコミュニケーション 経営分析論 インターンシップ3
キャリアデザイン2 経営戦略論 ライブケース（中小企業）
税務・財務エントリー 中小企業論 研究会 b
イングリッシュ・カンバセーション3 民法総論1 プロジェクト3
イングリッシュ・カンバセーション4 マクロ経済学 インターンシップ4
ICTメディア データ獲得法 研究会 c
魅力的な行動・表現 中小企業政策 ライブケース（ベンチャー企業）
キャリアデザイン3 企業経営論 ライブケース（NGO・NPO）
スポーツイベント企画 管理職能論 研究会 d
キャリアデザイン4 民法総論2 研究会 e
アカデミック・ディベート 経営組織論 研究会 f
キャリア演習1 事業創造論

マーケティング論
消費者行動論 
メディア表現技法 a
労使関係論
ベンチャーキャピタル論
インターネットビジネス論

●ビジネス即戦力（英語）

基礎教育科目ナレッジ系 専門教育科目ナレッジ系 専門教育科目ワークショップ系
基礎ゼミナール 経営学1 プロジェクトエントリー
イングリッシュ・カンバセーション1 経営学 2 インターンシップ1
イングリッシュ・カンバセーション2 統計リテラシー プロジェクト1
ICTスキルズ 企業経営入門 インターンシップ2
ICTツールズ 経営管理論 ライブケース（業界研究3）
マネジメントエントリー 簿記入門 研究会 a
法務エントリー 経営分析論 プロジェクト2
税務・財務エントリー 組織行動論 インターンシップ3
ビジネスコミュニケーション 経営戦略論 ライブケース（中小企業）
キャリアデザイン2 民法総論1 ライブケース（メディアビジネス）
イングリッシュ・カンバセーション3 質的調査法 研究会 b
イングリッシュ・カンバセーション4 経営分析の実践 プロジェクト3
ICTメディア 民法総論2 インターンシップ4
情報エントリー データ解析法 ライブケース（業界研究1）
スポーツ a メディア表現技法 c 研究会 c
English for Employment1 経営組織論 研究会 d
キャリアデザイン3 人事労務管理論 研究会 e
English for Employment2 生産管理論 研究会 f
キャリアデザイン4 マーケティング論
キャリアディベロップメント 情報メディア論
キャリア演習2 組織間関係論
スポーツ b 労使関係論

データマイニング
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●ビジネス即戦力（中国語）

基礎教育科目ナレッジ系 専門教育科目ナレッジ系 専門教育科目ワークショップ系
基礎ゼミナール 経営学1 プロジェクトエントリー
チャイニーズ・カンバセーション1 経営学 2 インターンシップ1
チャイニーズ・カンバセーション2 統計リテラシー プロジェクト1
ICTスキルズ 企業経営入門 インターンシップ2
ICTツールズ 簿記入門 ライブケース（業界研究3）
マネジメントエントリー 経営管理論 研究会 a
税務・財務エントリー 組織行動論 プロジェクト2
ビジネスコミュニケーション 経営戦略論 インターンシップ3
キャリアデザイン2 民法総論1 ライブケース（中小企業）
チャイニーズ・カンバセーション3 質的調査法 ライブケース（メディアビジネス）
チャイニーズ・カンバセーション4 民法総論2 研究会 b
情報エントリー データ解析法 プロジェクト3
総合中国語1 メディア表現技法 c インターンシップ4
中国語検定トレーニング1 経営分析論 研究会 c
キャリアデザイン3 経営組織論 研究会 d
総合中国語2 人事労務管理論 研究会 e
中国語検定トレーニング2 生産管理論 研究会 f
キャリアデザイン4 マーケティング論
HSK トレーニング1 経営分析の実践
HSK トレーニング2 組織間関係論
キャリアディベロップメント 労使関係論
キャリア演習2 インターネットビジネス論

データマイニング

●法務

基礎教育科目ナレッジ系 専門教育科目ナレッジ系 専門教育科目ワークショップ系
基礎ゼミナール 経営学1 ベーシックスキルトレーニング
イングリッシュ・カンバセーション1 メディア表現技法 a プロフェッショナルスキルトレーニング1
イングリッシュ・カンバセーション2 経営学 2 ライブケース（業界研究3）
ICTスキルズ 憲法 研究会 a
ICT ツールズ ミクロ経済学 プロフェッショナルスキルトレーニング2
マネジメントエントリー 情報検索法 ライブケース（法務）
法務エントリー 企業経営入門 インターンシップⅠ
税務・財務エントリー 民法総論1 研究会 b
ビジネスコミュニケーション マクロ経済学 プロフェッショナルスキルトレーニング3
イングリッシュ・カンバセーション3 民法総論2 ライブケース（知的財産権）
イングリッシュ・カンバセーション4 公共経済学 ライブケース（NGO・NPO）
ICTメディア 企業法総論1 研究会 c
情報エントリー 行政法 研究会 d
魅力的な行動・表現 マーケティング法 研究会 e
キャリアデザイン3 企業会計法 研究会 f
キャリアデザイン4 政治学
アカデミック・ディベート 企業経営論
キャリアディベロップメント 企業法総論2

民事訴訟法
金融法
経営組織論
契約法
企業組織法
公共政策論
地方自治論
物権法
企業取引法
企業再生法
租税法
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●税務・財務

基礎教育科目ナレッジ系 専門教育科目ナレッジ系 専門教育科目ワークショップ系
基礎ゼミナール 簿記入門 プロジェクトエントリー
イングリッシュ・カンバセーション1 簿記原理1 インターンシップ1
イングリッシュ・カンバセーション2 統計リテラシー プロジェクト1
ICTスキルズ 経営学1 インターンシップ2
ICTツールズ 簿記原理2 ライブケース（業界研究3）
マネジメントエントリー 会計学1 研究会 a
法務エントリー 経営学2 プロジェクト2
税務・財務エントリー 会計学2 インターンシップ3
ビジネスコミュニケーション 資金調達・投資戦略論 研究会 b
スポーツ a ミクロ経済学 プロジェクト3
イングリッシュ・カンバセーション3 企業経営入門 インターンシップ4
イングリッシュ・カンバセーション4 民法総論1 ライブケース（税財務）
ICTメディア タックスプランニング（所得税・法人税） 研究会 c
情報エントリー マクロ経済学 ライブケース（ベンチャー企業）
魅力的な行動・表現 民法総論2 研究会 d
スポーツ b タックスプランニング（相続税・事業承継） 研究会 e
キャリアデザイン3 金融論 研究会 f
キャリアデザイン4 データ解析法
レポート・論文作成の技術 人事労務管理論
アカデミック・ディベート 企業法総論1
キャリアディベロップメント 契約法

税務会計論
企業法総論2
物権法
税務会計実務

●情報・メディアビジネス

基礎教育科目ナレッジ系 専門教育科目ナレッジ系 専門教育科目ワークショップ系
基礎ゼミナール 簿記入門 プロジェクトエントリー
イングリッシュ・カンバセーション1 メディア表現技法 a インターンシップ1
イングリッシュ・カンバセーション2 経営学 1 プロジェクト1
ICTスキルズ 組織行動論 インターンシップ2
ICTツールズ データ獲得法 研究会 a
マネジメントエントリー 質的調査法 プロジェクト2
ビジネスコミュニケーション メディア表現技法 b インターンシップ3
イングリッシュ・カンバセーション3 経営学 2 ライブケース（メディアビジネス）
イングリッシュ・カンバセーション4 情報検索法 研究会 b
ICT メディア 企業経営入門 プロジェクト3
情報エントリー 中小企業論 インターンシップ4
レポート・論文作成の技術 事業創造論 ライブケース（業界研究1）
アカデミック・ディベート 情報メディア論 研究会 c
魅力的な行動・表現 ユーザモデリング ライブケース（ベンチャー企業）
English for Employment1 企業経営論 研究会 d
キャリアデザイン3 ベンチャーキャピタル論 ライブケース（知的財産権）
English for Employment2 インターネットビジネス論 研究会 e
キャリアデザイン4 ミクロ経済学 研究会 f

データ解析法
マーケティング論
消費者行動論
データマイニング
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●公務員・進学

基礎教育科目ナレッジ系 専門教育科目ナレッジ系 専門教育科目ワークショップ系
基礎ゼミナール 憲法 ベーシックスキルトレーニング
イングリッシュ・カンバセーション1 ミクロ経済学 プロフェッショナルスキルトレーニング1
イングリッシュ・カンバセーション2 統計リテラシー 研究会 a
ICT スキルズ 民法総論1 プロフェッショナルスキルトレーニング2
ICTツールズ マクロ経済学 ライブケース（法務）
マネジメントエントリー 政治学 インターンシップ1
法務エントリー データ獲得法 研究会 b
税務・財務エントリー 質的調査法 プロフェッショナルスキルトレーニング3
ビジネスコミュニケーション 民法総論2 ライブケース（税財務）
キャリアデザイン1 公共経済学 ライブケース（政策）
イングリッシュ・カンバセーション3 ボランティア論 研究会 c
イングリッシュ・カンバセーション4 情報検索法 ライブケース（NGO・NPO）
ICTメディア 経営学1 研究会 d
情報エントリー 経営管理論 研究会 e
魅力的な行動・表現 行政法 研究会 f
スポーツ a 地方自治論
English for Employment1 企業経営入門
スポーツ c 経営学 2
English for Employment2 企業経営論
レポート・論文作成の技術 経済政策

地方自治政策
データ解析法
組織行動論
人事労務管理論
公共政策論
評価デザイン論
金融論

●健康・福祉

基礎教育科目ナレッジ系 専門教育科目ナレッジ系 専門教育科目ワークショップ系
基礎ゼミナール 簿記入門 ベーシックスキルトレーニング
イングリッシュ・カンバセーション1 民法総論1 プロフェッショナルスキルトレーニング1
イングリッシュ・カンバセーション2 政治学 ライブケース（業界研究1）
ICTスキルズ 経営学1 ライブケース（業界研究3）
ICTツールズ 経営学2 研究会 a
マネジメントエントリー 民法総論2 プロフェッショナルスキルトレーニング2
法務エントリー ミクロ経済学 インターンシップ1
医療事務1（基礎） 組織行動論 ライブケース（メディアビジネス）
ビジネスコミュニケーション 事業創造論 研究会 b
イングリッシュ・カンバセーション3 マクロ経済学 プロフェッショナルスキルトレーニング3
イングリッシュ・カンバセーション4 地方自治論 ライブケース（業界研究2） 
魅力的な行動・表現 ベンチャーキャピタル論 ライブケース（コミュニティビジネス） 
医療事務 2（応用・調剤） ボランティア論 インターンシップ2
医科コンピュータ 統計リテラシー 研究会 c
介護事務1（介護保険請求実務） 情報検索法 ライブケース（NGO・NPO）
医療事務3（専門） 経営戦略論 研究会 d
介護事務2（社会福祉・コンピュータ） マーケティング論 研究会 e
スポーツ c 公共政策論 研究会 f
キャリアディベロップメント 質的調査法

ユーザモデリング
公共経済学
経済政策
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●留学（英語）

基礎教育科目ナレッジ系 専門教育科目ナレッジ系 専門教育科目ワークショップ系
基礎ゼミナール 経営学1 プロジェクトエントリー
イングリッシュ・カンバセーション1 簿記入門 インターンシップ1
イングリッシュ・カンバセーション2 メディア表現技法 b プロジェクト1
ICTスキルズ 経営学2 インターンシップ2
ICTツールズ 情報検索法 ライブケース（業界研究3）
マネジメントエントリー 企業経営入門 研究会 a
ビジネスコミュニケーション 経営管理論 プロジェクト3
イングリッシュ・カンバセーション3 経営分析論 インターンシップ4
イングリッシュ・カンバセーション4 組織行動論 ライブケース（コミュニティビジネス）
Study Abroad（English） 質的調査法 研究会 c
情報エントリー 経営戦略論 ライブケース（中小企業）
海外研修（English）1 中小企業論 ライブケース（ベンチャー企業）
海外研修（English）2 企業経営論 ライブケース（NGO・NPO）

インターネットビジネス論 研究会 d
ボランティア論 研究会 e
メディア表現技法 c 研究会 f
経営組織論
人事労務管理論
生産管理論
事業創造論
マーケティング論
経営分析の実践
組織間関係論
労使関係論

●留学（中国語）

基礎教育科目ナレッジ系 専門教育科目ナレッジ系 専門教育科目ワークショップ系
基礎ゼミナール 経営学1 プロジェクトエントリー
チャイニーズ・カンバセーション1 簿記入門 インターンシップ1
チャイニーズ・カンバセーション2 経営学 2 プロジェクト1
ICTスキルズ 情報検索法 インターンシップ2
ICTツールズ 企業経営入門 ライブケース（業界研究3）
マネジメントエントリー 経営管理論 研究会 a
ビジネスコミュニケーション 組織行動論 プロジェクト3
チャイニーズ・カンバセーション3 メディア表現技法 b インターンシップ4
チャイニーズ・カンバセーション4 海外専門研修（中国語） ライブケース（コミュニティビジネス）
Study Abroad（中国語） 経営分析論 研究会 c
情報エントリー 経営戦略論 ライブケース（中小企業）
中国語検定トレーニング1 中小企業論 研究会 d
HSK トレーニング1 企業経営論 研究会 e
海外研修（中国語） 経営分析の実践 研究会 f

インターネットビジネス論
ボランティア論
メディア表現技法 c
経営組織論
人事労務管理論
生産管理論
事業創造論
組織間関係論
労使関係論
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7 特殊な履修科目
①集中授業
　通常の授業期間以外に集中授業として開講される科目は、履修単位の上限には含まれません。

　集中授業の履修登録は、通常の履修登録期間とは異なりますので、履修登録期間や授業日程の詳細は、学ナビ上で

お知らせいたします。

　なお、夏季集中授業の単位を修得した場合は春学期の単位として、春季集中授業の単位を修得した場合は秋学期の

単位として加算されます。

講義授業
　外部の著名な方などで、短期間であれば招聘できるような場合に集中授業とすることがあります。

　予め集中授業で実施することが決まっているものではないため、前年度は通常授業だった科目が翌年度には集中授

業として開講されるということがあります。

実習授業
　インターンシップ1～ 4など

　企業実習など休暇期間を利用して実施することが予め決まっている科目です。

②留学研修
　留学プログラムに参加して修得できる単位数は、単位互換などの学外で修得した単位を含めて60単位を上限とし

ます。また、１年間を上限として、本学の在学年数に通算します。

　なお、費用等の詳細は学内で事前説明会を行いますので、興味のある学生は説明会に参加してください。

イギリス短期語学研修（春季休暇中）
　毎年、春季休暇を利用して約２週間の日程で実施されます。

現地での学習科目 本学該当科目

Conversation

StudyAbroad（English）

Grammer

Reading

Writing

Presentation

※修得した場合は、秋学期の単位に加算されます。

中国語学研修（春季休暇中）
　毎年、春季休暇を利用して約２週間の日程で実施されます。

現地での学習科目 本学該当科目

基礎中国語

StudyAbroad（中国語）
発音特訓

ヒアリング

会話

※修得した場合は、秋学期の単位に加算されます。
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南ミシシッピ大学（USM）　長期海外研修プログラム
　本学はアメリカのミシシッピ州立南ミシシッピ大学と提携しており、２年生以上を対象として夏季休暇から８ヶ月

間の日程で海外研修プログラムを実施しています。

現地での学習科目 本学該当科目
GrammarClass

海外研修（English）Ⅰ
海外研修（English）Ⅱ

ReadingClass
WritingClass
Listening/SpeakingClassorElectiveClass
VocabularyClassorElectiveClass
AchievementTest の平均スコア
学部の授業参加
国際交流イベント
ConversationPartnership
その他の課外活動への参加

※修得した場合は、秋学期の単位に加算されます。

北コロラド大学（UNC）　長期海外研修プログラム
　本学はアメリカのコロラド州立北コロラド大学と提携しており、２年生以上を対象として夏季休暇から８ヶ月間の

日程で海外研修プログラムを実施しています。

現地での学習科目 本学該当科目

GrammarClass

海外研修（English）Ⅰ
海外研修（English）Ⅱ

ReadingClass

WritingClass

Listening/SpeakingClassorElectiveClass

VocabularyClassorElectiveClass

国際交流イベント

その他の課外活動への参加

※修得した場合は、秋学期の単位に加算されます。

武漢大学　長期海外研修プログラム
　本学は中国の国立武漢大学と提携しており、２年生以上を対象として夏季休暇から８ヶ月間の日程で海外研修プロ

グラムを実施しています。

現地での学習科目 本学該当科目
初級中国語総合

海外研修（中国語）
海外専門研修（中国語）

初級中国語会話
初級中国語ヒアリング
初級中国語読解
中国の国際貿易実務
中国の国際投資
中国経済の改革と発展

※修得した場合は、秋学期の単位に加算されます。
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⑤単位互換
　単位互換とは、自分の所属する大学以外に設置されている科目を履修し、単位を修得した場合に、その単位が自分

の学部の単位として認められることをいいます。

　単位互換科目は履修の上限に含まれます。

　認定できる単位数は「他の大学等における授業科目の履修等」、「大学以外の教育施設における学修」、「入学前の既

修得単位」、「留学による単位」と合わせて60単位までとします。

　単位互換制度を利用する場合は、所定の期間中に学事センター窓口で申し込みが必要です。

ネットワーク多摩（http://tan-i.nw-tama.jp/）
　本学はネットワーク多摩と単位互換協定を結んでおり、産学連携科目の単位互換を認めます。詳しくはネットワー

ク多摩ホームページから確認してください。

　授業料：無料

放送大学
　本学は放送大学と単位互換協定を結んでいます。

　授業料：1科目（２単位）11,000 円
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8 他学部履修
　在籍する学部には開設されていない他の学部（経営経済学部）にある授業科目を、申請によって在籍する学部の卒業要

件の単位として履修することをいいます。

　以下に、対象科目を示します。このうち、卒業要件の単位として履修を認めることができるのは24単位までです。

【対象科目】

経営経済学部　科目名称 単位 配当学年 ビジネス創造学部　認定先科目分類

留学生日本語Ⅰ 2 1 基礎教育科目　ナレッジ系科目　カンバセーション

留学生日本語Ⅱ 2 1 基礎教育科目　ナレッジ系科目　カンバセーション

留学生日本語Ⅲ 2 1 基礎教育科目　ナレッジ系科目　カンバセーション

留学生日本語Ⅳ 2 1 基礎教育科目　ナレッジ系科目　カンバセーション

留学生日本語Ⅴ 2 2 基礎教育科目　ナレッジ系科目　カンバセーション

留学生日本語Ⅵ 2 2 基礎教育科目　ナレッジ系科目　カンバセーション

留学生日本語Ⅶ 2 2 基礎教育科目　ナレッジ系科目　カンバセーション

留学生日本語Ⅷ 2 2 基礎教育科目　ナレッジ系科目　カンバセーション

日本語トレーニングⅠ 2 1 基礎教育科目　ナレッジ系科目　カンバセーション

日本語トレーニングⅡ 2 1 基礎教育科目　ナレッジ系科目　カンバセーション

日本語トレーニングⅢ 2 2 基礎教育科目　ナレッジ系科目　カンバセーション

日本語トレーニングⅣ 2 2 基礎教育科目　ナレッジ系科目　カンバセーション

ボランティア特別演習 a 2 1 基礎教育科目　ナレッジ系科目　ソーシャルスキルズ

ボランティア特別演習 b 2 1 基礎教育科目　ナレッジ系科目　ソーシャルスキルズ

ビジネスプラン 2 1 専門教育科目　ナレッジ系科目　マネジメントフィールド

リスクマネジメント論 2 1 専門教育科目　ナレッジ系科目　マネジメントフィールド

リーダーシップ論 2 1 専門教育科目　ナレッジ系科目　マネジメントフィールド

マーケティングリサーチ 2 1 専門教育科目　ナレッジ系科目　マネジメントフィールド

商学総論 2 1 専門教育科目　ナレッジ系科目　マネジメントフィールド

流通論 2 1 専門教育科目　ナレッジ系科目　マネジメントフィールド

プロジェクトマネジメント論 2 1 専門教育科目　ナレッジ系科目　マネジメントフィールド

国際経営論 2 1 専門教育科目　ナレッジ系科目　マネジメントフィールド

戦略的提携論 2 1 専門教育科目　ナレッジ系科目　マネジメントフィールド

貿易実務論 2 1 専門教育科目　ナレッジ系科目　マネジメントフィールド

意思決定分析 2 1 専門教育科目　ナレッジ系科目　マネジメントフィールド

グローバルマーケティング 2 1 専門教育科目　ナレッジ系科目　マネジメントフィールド

　これらの科目の履修も「履修単位数の上限」に含んで計算します。

　なお、ビジネス創造学部生で、留学生などの母語が日本語ではない学生については、上記の「留学生日本語Ⅰ～Ⅷ」と

「日本語トレーニングⅠ～Ⅳ」を自動登録科目とします。
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9 転学部
　所属学部をビジネス創造学部から経営経済学部に変更することをいいます。受入学部が受入可能な場合に限り出願が可

能です。転学部を希望する場合は、指定された期間内（11月～ 12月頃を予定）に保証人連署でアドバイザの承認印の

ある「転学部願」を提出してください。

　出願後、試験についての詳細をご連絡します。

　転学部の出願時期は次のとおりです。

【転学部の出願時期】
第2学年から第3学年に進級する際



共通教育科目（26 単位以上）

職業人能力養成科目（18 単位以上）
職業人能力基礎科目（2 単位以上） 職業人能力発展科目（外国語）（8 単位以上＊1） 職業人能力発展科目（外国語）（8 単位以上＊1） 職業人能力発展科目（ICT）（4 単位以上）

科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年
春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

基礎ゼミナール 2 英会話 1 2 中国語検定トレーニング1 2 ICT リテラシ a 2
計数基礎 2 英会話 2 2 中国語検定トレーニング2 2 ICT リテラシ b 2
作文・小論文 2 英会話 3 2 HSKトレーニング1 2 ICT リテラシ c 2
マナー・面接 2 総合英語1 2 HSKトレーニング2 2 メディア表現技法 a 2
日本語基礎 2 総合英語2 2 留学生日本語5 2 メディア表現技法 b 2
一般常識 2 総合英語3 2 留学生日本語6 2 メディア表現技法 c 2
SPI 英語 2 総合英語4 2 留学生日本語7 2 プログラミング 2
SPI 計数 2 中国語 1 2 留学生日本語8 2 ICT システム基礎 2
ディスカッション・ディベート 2 中国語 2 2 留学生日本語トレーニング1 2 コンピュータネットワーク 2

中国語 3 2 留学生日本語トレーニング2 2
中国語 4 2 留学生日本語トレーニング3 2
留学生日本語1 2 留学生日本語トレーニング4 2
留学生日本語2 2 海外短期研修（英語）1 4
留学生日本語3 2 海外短期研修（英語）2 4
留学生日本語4 2 海外短期研修（中国語） 4
中国語会話1 2 海外長期留学（英語）1 10
中国語会話2 2 海外長期留学（英語）2 10
中国語読解1 2 海外長期留学（中国語） 11
中国語読解2 2
総合中国語1 2
総合中国語2 2

社会理解科目（6 単位以上） キャリア教育科目（6 単位以上） スポーツ科目
社会理解科目 就職活動支援科目（2 単位以上） キャリアデザイン科目（4 単位以上） スポーツ科目

科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年
春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

科学と社会 2 キャリアサポート 2 キャリアデザイン入門 2 スポーツ a 1
言語と社会認識 2 ライフデザイン 2 キャリアデザイン 2 スポーツ b 1
現代社会と倫理 2 インターンシップ1 2 スポーツ c 1
環境と社会 2 インターンシップ2 2 スポーツ d 1
現代社会とジェンダー 2 スポーツ e 1
現代社会とスポーツ 2 スポーツ f 1
国際社会と日本 2 シーズンスポーツ a 2
情報社会論 2 シーズンスポーツ b 2
人の行動と心理 2
人間関係論 2
現代社会とファッション 2
現代社会とデザイン 2
現代社会とメディア 2
ボランティア論 2
共通特殊講義 （＊2）
教養ゼミナール （＊3）

専門教育科目（68 単位以上）

専門基礎科目（12 単位以上） 専門ゼミナール科目（16 単位以上） 専門共通選択科目
経済・産業の基礎知識（2 単位以上） 専門ゼミナール（16 単位） 隣接社会科学 社会科学の方法

科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年
春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

日本の企業と業界 2 プレ専門ゼミナール 2 法学入門 2 情報検索法 2
戦後日本の経済 2 専門ゼミナール1 2 民法 1 2 システムシミュレーション 2

専門ゼミナール2 2 民法 2 2 データと人間行動 2
コース導入科目（10 単位以上） 専門ゼミナール3 2 民法 3 2 レポート・論文作成の技術 2

科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 専門ゼミナール4 2 民法 4 2 質的調査法 2
春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 専門ゼミナール5 2 憲法 2 データマイニング 2

簿記入門 2 専門ゼミナール6 4 民事訴訟法 2 社会科学のための数学 2
簿記原理 2 会社法 1 2 意思決定分析 2
経済学入門 2 研究発表 会社法2 2 データ分析入門 2
現代経済入門 2 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 経済法 2 データ分析発展 a 2
経営学入門 2 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 知的財産権法 2 データ分析発展 b 2
企業経営入門 2 3年次研究発表 1 労働法 2
商学入門 2 卒業研究発表 1 租税法 2 専門特殊講義
流通入門 2 政治学 2 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年

地方自治論 2 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
自治体政策論 2 専門特殊講義 （＊4）
行政学 2
NGO・NPO論 2 取得資格認定
社会学 2 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年
社会思想史 2 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
海外専門研修（中国語） 9 取得資格認定 a 2

取得資格認定 b 2
取得資格認定 c 2

企業経営コース科目（28 単位以上）＊5 マーケティング・商業コース科目（28 単位以上）＊5 会計ファイナンスコース科目（28 単位以上）＊5 現代経済コース科目（28 単位以上）＊5
コース基礎科目（8 単位以上） コース基礎科目（8 単位以上） コース基礎科目（8 単位以上） コース基礎科目（8 単位以上）

科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年
春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

経営管理論1 2 マーケティング論1 2 会計学 1 2 ミクロ経済学1 2
経営管理論2 2 マーケティング論2 2 会計学 2 2 ミクロ経済学2 2
経営組織論1 2 販売管理論 2 原価計算論1 2 マクロ経済学1 2
経営組織論2 2 流通論 2 原価計算論2 2 マクロ経済学2 2

コース発展科目 コース発展科目 コース発展科目 コース発展科目

科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年
春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

経営戦略論1 2 経営戦略論1 2 税務会計論1 2 金融論 1 2
経営戦略論2 2 経営戦略論2 2 税務会計論2 2 金融論 2 2
経営情報論 2 中小企業論1 2 商業簿記1 2 ビジネスエコノミクス1 2
企業経営論 2 中小企業論2 2 商業簿記2 2 ビジネスエコノミクス2 2
中小企業論1 2 サービス経営論 2 工業簿記1 2 財政学 1 2
中小企業論2 2 マーケティングリサーチ 2 工業簿記2 2 財政学 2 2
マーケティング論1 2 観光事業論 2 コンピュータ会計1 2 日本経済論1 2
マーケティング論2 2 貿易実務論 2 コンピュータ会計2 2 日本経済論2 2
サービス経営論 2 消費者行動論 2 コンピュータ会計3 2 国際政治経済学1 2
マーケティングリサーチ 2 販売心理学 2 コンピュータ会計4 2 国際政治経済学2 2
ビジネス情報分析 2 中小商業論 2 財務会計論1 2 社会保障論 2
観光事業論 2 商業政策論 2 財務会計論2 2 社会福祉論 2
社会的企業論 2 施設店舗管理論 2 管理会計論1 2 環境経済学 2
貿易実務論 2 税務会計論1 2 管理会計論2 2 地域経済論 2
環境経営論 2 税務会計論2 2 環境会計論 2 アメリカ経済論 2
消費者行動論 2 ファッションビジネス 2 金融論 1 2 アジア経済論 2
人事労務管理論 2 スポーツビジネス 2 金融論 2 2 経済データの読み方 2
ビジネスゲーム 2 広告論 2 タックスプランニング（所得税・法人税） 2 ヨーロッパ経済論 2
組織心理学 2 地域経営論 2 タックスプランニング（相続税・事業承継） 2
組織行動論 2 エンターテイメントビジネス 2 ファイナンシャルプランニング 2 コース展開科目
労使関係論 2 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年
女性労働論 2 コース展開科目 コース展開科目 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
公益法人論 2 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 経済政策1 2
販売管理論 2 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 経済政策2 2
地域経営論 2 国際経営論 2 財務管理論1 2 労働経済学 2

事業創造論 2 財務管理論2 2 計量経済学 2
コース展開科目 ベンチャーキャピタル論 2 ベンチャーキャピタル論 2 国際経済学 2

科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 経営分析論 2 経営分析論 2 公共経済学 2
春 秋 春 秋 春 秋 春 秋 経営診断論 2 中小企業金融論 2 産業組織論 2

生産管理論 2 中小企業政策論 2 資金調達・投資戦略論 2 新しい経済学（行動経済学） 2
国際経営論 2 中小企業金融論 2 意思決定会計論1 2 新しい経済学（ゲームの理論） 2
財務管理論1 2 資金調達・投資戦略論 2 意思決定会計論2 2
財務管理論2 2 リスクマネジメント論 2 連結会計論 2
事業創造論 2 グローバルマーケティング 2 監査論 2
ベンチャーキャピタル論 2 エリアマーケティング 2 国際会計論 2
経営分析論 2 観光マーケティング 2
経営診断論 2 環境マーケティング 2 ＊１　「職業人能力発展科目（外国語）」群は、英語、中国語、（留学生は日本語）より一つの言語を選択し、その言語から8単位以上の修得が必要です。
中小企業政策論 2 ＊２　「共通特殊講義」はその年度に応じて特殊な内容や、高度な内容の科目を開講致します。配当年次は内容により異なり、単位は内容毎に別途修得することができます。
中小企業金融論 2 ＊３　「教養ゼミナール」は共通教育分野のテーマに関する問題発見・解決型のゼミナールと年度毎に開講します。単位は内容毎に別途修得することができます。
資金調達・投資戦略論 2 ＊４　「専門特殊講義」はその年度に応じて特殊な内容や、高度な内容の科目を開講致します。配当年次は内容により異なり、単位は内容毎に別途修得することができます。
リスクマネジメント論 2 ＊５　4つのコースより一つのコースを選択し、そのコースから選択必修科目8単位を含む28単位以上の修得が必要です。

合計（128 単位以上）

職業人能力基礎科目

「科目名」の色の意味は右
の通りです。

必修科目 科目名 1 年 2 年 3 年 4 年 数字は「単位」を意味します。
「単位」の記載された学年以上の学生が履修できます。
学期は設置される学期を意味しますが、変更する場合があります。

選択必修科目 春 秋 春 秋 春 秋 春 秋
選択科目 基礎ゼミナール 2

経営経済学部　カリキュラム表



基礎教育科目
ナレッジ系科目（32 単位以上）

基礎演習（2 単位） カンバセーション（8 単位以上） ICT（4 単位以上） ソーシャル・スキルズ（2 単位以上）
学年 科目名 単位 学年 科目名 単位 学年 科目名 単位 学年 科目名 単位
1 基礎ゼミナール 2 1 イングリッシュ・カンバセーション 1 2 1 ICT スキルズ 2 1 レポート・論文作成の技術 2

1 イングリッシュ・カンバセーション 2 2 1 ICT ツールズ 2 1 アカデミック・ディベート 2
1 イングリッシュ・カンバセーション 3 2 1 ICT メディア 2 1 ビジネスコミュニケーション 2
1 イングリッシュ・カンバセーション 4 2 1 魅力的な行動・表現 2
1 チャイニーズ・カンバセーション 1 2 1 キャリアデザイン 1 2
1 チャイニーズ・カンバセーション 2 2 1 キャリアデザイン 2 2
1 チャイニーズ・カンバセーション 3 2 2 キャリアデザイン 3 2
1 チャイニーズ・カンバセーション 4 2 2 キャリアデザイン 4 2
2 English for Employment 1 2 3 キャリアディベロップメント 2
2 English for Employment 2 2 4 キャリア演習 1 2
2 総合中国語 1 2 4 キャリア演習 2 2
2 総合中国語 2 2 1 医療事務 1（基礎） 4
2 中国語検定トレーニング 1 2 1 医療事務 2（応用・調剤） 4
2 中国語検定トレーニング 2 2 2 医療事務 3（専門） 2
2 HSKトレーニング 1 2 2 医科コンピュータ 4
2 HSKトレーニング 2 2 2 介護事務 1（介護保険請求実務） 2
1 Study Abroad （English） 4 2 介護事務 2（社会福祉・コンピュータ） 2
1 Study Abroad （中国語） 4 1 スポーツ a 1
2 海外研修（English） 1 10 1 スポーツ b 1
2 海外研修（English） 2 10 1 スポーツ c 1
2 海外研修（中国語） 11 2 スポーツイベント企画 2

2 地域とスポーツ 2

マネジメントフィールド 法務・税務・財務フィールド 情報フィールド
フィールド・エントリー（4 単位以上） フィールド・エントリー（4 単位以上） フィールド・エントリー（4 単位以上） フィールド・エントリー（4 単位以上）

学年 科目名 単位 学年 科目名 単位 学年 科目名 単位 学年 科目名 単位
1 マネジメントエントリー 2 1 法務エントリー 2 1 税務・財務エントリー 2 1 情報エントリー 2

専門教育科目（80 単位以上）
ナレッジ系科目

マネジメントフィールド（4 単位以上） 法務・税務・財務フィールド（4 単位以上） 法務・税務・財務フィールド（4 単位以上） 情報フィールド（4 単位以上）
学年 科目名 単位 学年 科目名 単位 学年 科目名 単位 学年 科目名 単位
1 経営学 1 2 1 憲法 2 2 会計学 1 2 1 統計リテラシー 2
1 経営学 2 2 2 民法総論 1 2 2 会計学 2 2 1 情報検索法 2
2 企業経営入門 2 2 民法総論 2 2 2 資金調達・投資戦略論 2 2 データ獲得法 2
2 企業経営論 2 2 企業法総論 1 2 3 税務会計論 2 2 質的調査法 2
2 経営管理論 2 2 企業法総論 2 2 3 税務会計実務 2 2 データ解析法 2
2 管理職能論 2 3 契約法 2 3 タックスプランニング（所得税・法人税） 2 3 データマイニング 2
2 経営分析論 2 3 物権法 2 3 タックスプランニング（相続税・事業承継） 2 1 メディア表現技法 a 2
3 経営分析の実践 2 3 行政法 2 1 ミクロ経済学 2 1 メディア表現技法 b 2
2 経営組織論 2 3 民事訴訟法 2 2 マクロ経済学 2 1 メディア表現技法 c 2
3 組織間関係論 2 3 企業組織法 2 2 公共経済学 2 2 ユーザモデリング 2
2 組織行動論 2 3 企業取引法 2 3 公共政策論 2
2 経営戦略論 2 3 企業再生法 2 3 経済政策 2
2 人事労務管理論 2 3 金融法 2 3 金融論 2
3 労使関係論 2 3 マーケティング法 2 1 政治学 2
3 生産管理論 2 3 企業会計法 2 3 地方自治論 2
2 中小企業論 2 3 租税法 2 3 地方自治政策 2
3 中小企業政策 2 1 簿記入門 2 2 ボランティア論 2
2 事業創造論 2 1 簿記原理 1 2
3 ベンチャーキャピタル論 2 2 簿記原理 2 2
3 マーケティング論 2
3 消費者行動論 2
3 評価デザイン論 2
3 情報メディア論 2
3 インターネットビジネス論 2
2 海外専門研修（中国語） 9

ワークショップ系科目

学習モデル（ビジネスユニット） 学習モデル（アカデミックユニット）
ライブケース科目（4 単位以上） プロジェクト科目（10 単位以上） プロジェクト科目（10 単位以上） 専門演習（8 単位以上）

学年 科目名 単位 学年 科目名 単位 学年 科目名 単位 学年 科目名 単位
2 ライブケース（業界研究 1） 2 1 プロジェクトエントリー 2 1 ベーシックスキルトレーニング 2 2 研究会 a 2
2 ライブケース（業界研究 2） 2 1 インターンシップ 1 2 2 プロフェッショナルスキルトレーニング 1 2 2 研究会 b 2
2 ライブケース（業界研究 3） 2 2 プロジェクト 1 2 2 プロフェッショナルスキルトレーニング 2 2 3 研究会 c 2
3 ライブケース（税財務） 2 2 インターンシップ 2 2 3 プロフェッショナルスキルトレーニング 3 2 3 研究会 d 2
2 ライブケース（法務） 2 2 プロジェクト 2 2 1 インターンシップ 1 2 4 研究会 e 2
2 ライブケース（中小企業） 2 2 インターンシップ 3 2 2 インターンシップ 2 2 4 研究会 f 2
3 ライブケース（コミュニティビジネス） 2 3 プロジェクト 3 2
2 ライブケース（メディアビジネス） 2 3 インターンシップ 4 2
3 ライブケース（ベンチャー企業） 2
3 ライブケース（知的財産権） 2
3 ライブケース（NGO・NPO） 2
3 ライブケース（政策） 2

合計（124 単位以上）

「学年」で指定する数字以上の学年に
開放されます。

基礎演習（2 単位）
「科目名」の色の意味は右の通りです。

必修科目
学年 科目名 単位 選択科目
1 基礎ゼミナール 2 ＊１　多様なメディアを高度に利用した教室以外の授業

ビジネス創造学部　カリキュラム表


